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イま し が  き

八尾市内には周知の遺跡が54ケ励 り、発掘調査対象面積が 2300万平方メー

トルと市域の約 6割に相当し、発掘届出件数 も年 急々速に増加する傾向にありま

す。

本年度も昨年度に引続き、届出件数が 500件以上を数え、そのうち199件につ

いて立会調査・発掘調査を実施しました。そのうち大規模開発の調査を要する11

件については、 Qり 八尾市文化財調査研究会に指示し調査しましたが、小規模開

発の調査は国庫補助事業の対象として教育委員会文化財室が担当実施しました。

本冊子は立会調査・発掘調査を行いました思智遺跡をはじめ 5遺跡 6調査地の

調査概要報告書でありますが、これらの調査により周知の遺跡範囲の再確認やそ

の性格づけに貴重な資料を提供し得たと思われます。また、この報告書が文化財

保護への理解を一層深めるとともにJfL域文化の向上に寄与できれば幸甚に存じま

す。

終わりに、魏 らの調査に当り、深いご理解と多大など協力をいただきました関

係各方面の方々に心から厚くお礼申し上げます。

昭和 60年 3月 20日

八尾市教育委員会

教育長 西 崎



例   言

1.本書は、八尾市教育委員会が、昭和 59年度国庫補助事業として実施した八尾市内 遺跡昭

和 59年度発掘調査報告書である。

2.発掘調査は八尾市教育委員会文化財室 (室長 谷野 浩)が実施した。

なお、調査は米田敏幸 .嶋村友子 (嘱託)が担当し、庶務は山野加代が担当した。

3 本書には昭和 59年度に実施した 199件の立会調査・発掘調査 (第 8表 )の うち、 5遺跡

6調査地 (第 1表、第 1図 )の概要報告を収録した。

4 調査に際 しては、相松 隆 .麻 田 優 .太田修司 .大地慶子 菊田 成 北尾耕三 .黒田

尚義 .徳谷貢正 .中谷 伸 。中野龍介 .西森忠幸 .林 賢吾 。前田芳嗣 す増井保彦 。松尾

毅の参加を得たo

5。 本書の作成に際し、遺構図の整理 一米田 .鳴村、遺物の実測―大地慶子 .鳴村 、遺物の観

察・ トレース・レイアウトー嶋村、遺構の写真撮影一米国 。嶋村、遺物の写真撮影―米田

が行 った。また、挿図・図版作成に太田條司 .中野龍介 .中谷 伸の協力を得た。執筆は

米国 .鳴村が行い、編集は嗚村が行った。

6.本調査期間中には以下の諸氏の御教示、御協力を得た。記して感謝の意を表する。

奥田 尚 .福 田英人 .宮崎泰史 .上辻よしえ .吉村幸子 .Qわ 八尾市文化財調査研究会

7 出土遺物並びに記録図面は一括して八尾市教育委員会文化財室に保管してある。

(以上 敬称略)

凡   例

1 遺物の縮尺率は土器 物・1/3・ 1/2・ 瓦 %.石 製品 %を基調としたが、その他の大きい

ものは1/6と した。

2.遺物実測図の表示は以下のとおりである。

弥生土器 .土師器 .埴輪 .瓦器 .木製品の断面一[三コ 、須恵器 。磁器の断面―‐

瓦の断面 一
賜 、石製品の断面 一

Ⅷ 、器表の赤彩・赤色顔料の付着一
巨巨目

3 土器拓影図は外面のみの場合断面図の左側に掲載 し、両面の場合外面を右側、内面を左側

に掲載 した。

4,遺物観察表における遺物の色調は小山正忠。竹原秀雄「新版 標準土色帖」 (1976)に

従 って記述した。

5,遺物には通 し番号をつけ、遺物実測図 .遺構実測図 .図版の番号を一致させた。

6 本書掲載の地図は国土地理院発行の 1/25000、 八尾市発行の と/2500を使用した。

7.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海面であり、 TPと 略して記載した。
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第 1図 本書報告調査地点位置図 (Sこ 1/50000)

第 1表 本書報告調査一覧表

番 号 遺 跡 名 調 査 地 調 査 期 間 調査面積

1 跡 部 遺 跡 跡部本町 2丁目44‐、45望 6-1 5月10日 ～ 5月22日 56″

恩 智 遺 跡 恩智中町 1丁 目77-2 5月31日～ 6月 7日 9翔ぱ

跡 部 遺 跡 安中町 3丁目 52-2‐ 6月 18日 ～ 7月 2日 69掏″

4 八尾南遺跡 若林町 3丁目 117～ 119 7月12日～ 7月28日 204″

成法寺遺跡 清水町 1丁 目 33 7月23日～ 8月 11日 800″

小阪合遺跡 青山町 4丁 目4 11月 5日～1ユ月12日 55″



1.跡部遺跡の調査 〈跡部本町 2丁 目44-1、 45、 46-1〉

1.調 査 経 過

跡部遺跡は八尾市跡部本町、跡部北

の町、太子堂、春日町、渋川町、安中

町に所在し、長瀬川左岸の沖積地に位

置する集藩遺跡である。

昭和56年 11月 に八尾市教育委員会

が行 った春日町 1丁 目 57の調査では

休生時代前期～中期の藩・土坑、古墳

時代前期の方形周溝墓状遺構が検出さ
(注1)

れている。

今回の調査は    社員寮の浄化

槽設置に伴 って実施された。なお、当調査地の南東側の隣接地では昭和 58年度に (財 )

八尾市文化財調査研究会が調査を行ってして著:)

調査は浄イヒ槽設置部分に8η ×7物の調査区を設定 (第 3図 )し たのち、手掘りで行った。

2.調 査 概 要

調査地の基本土層は第4図に示すとおりである。第 1層 耕土、第 2層 灰褐色礫混細砂が

調査区全面で確認されたが、第3層以下は調査区の東部と西部では大きく異っている。調査区

の東部では第 3層 暗 |

黄裾色礫混細砂、調査

区の西部では第 4層

暗黄褐色細砂、第 5層

黄灰色細砂が確認され

た。第 3層、第 5層以

下は東部では第 6層

褐灰色礫混細砂、西部

では第 7層 茶灰色粘

土が確認された。第 3

～ 5層には土師器・瓦

器などの平安時代末の

遺物が包含されていた。

9               ,Pn

第3図 調査区設定図 (S=ψ徳00)

- 1 -

鍵
働 )八尾市文化

踏需鍮 査 区

第 2図 調査地位置図 (S=レ/5000)



i ェ  |
遺構はTP8.7η 前後の第 6・ 7層

上面で検出された。検出された遺構

は土坑・ピット 土器溜 り各ユであ 生

る。 (第 5図、図版 1)

土 坑 (SK) 調査区東部で検

出されたもので、平面形は楕円形を

呈し、現存長径 130陶、短形50効、  †       T
深さ 15翻 を測る。断面は浅い皿状 第 4図 土層断面模式図 (S=1/40)

を呈し、坑底は平坦である。土坑内には暗裾色礫混細砂が堆積する。東側壁上面で土師器界α)・

中皿(2).瓦器椀131が出上した。12世紀中葉に属すると思われる。

ピット(SP)  調査区中央付近で検出された。平面形は円形を呈し、現存径 50御 、深

さ15倣 を測る。断面は浅い皿状を呈す。ピット内には暗褐色礫混細砂が堆積する。遺物の出

土はなか った。

1耕 土
2灰褐色礫混細砂
3暗黄禍色礫混細砂

鍔 。m:裳 戻 雹 島 綴

砂

6褐灰色礫混細砂
7茶灰色粘土

堕
  烏 m

甥
第 5図 調査区平面図 ‐遺構断面図

0                    2n

(S=ゥ/80)

-2-



土器溜り(SW)  調査区北西部で検出された。土器集積

は調査区内で約 2.5× 10例 を測 り、平面形は帯状を呈す。北

壁にも多量の上器が確認されており、調査区】ヒ側に続くものと

思われる。特に掘 り込まれた様子はなく、遺物が 15効 の高さ

に集積されていた。遺物は土師器小皿(4～■)・ 中皿 (12。 13X

瓦器小皿 (14～ 19)・ 椀 (20～ 62)、 磁器椀(63・ 64)、 平瓦

(65・ 66)の他、土師器羽釜片がみられるが、磨耗したもの

が多く、廃棄物の集積によるものと思われる。遺物は 12世紀

前半～中葉に属するものであろう。

~3

?       lPCm
第 6図 土坑 (SK)出土遺物

(S=L/4)
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瓦
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瓦 器

Ⅷ
磁 器
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第 7図 土器溜り(SW)土器出土状況 (S=レ/20)
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第 10図 土器溜 り(SW)出土遺物〔3〕 (S=1/3)

遺構に伴わない遺物  第 3～ 5層中より弥生土器壼 ?(67)、 土師器小皿 (68～ 70)・ 中

皿 (71・ 72)・ 台付皿 (73)、 瓦器小皿 (74'75)・ 椀 (76～114)・ 器種不明のもの (115

'116)、 須恵器墓の破片 (118～ 121)、 軒丸瓦 (122)、 丸瓦 (123。 124)が出上 した。

瓦器椀は 12世紀前半～中葉に属するものであろう。

3.ま と め

以上のように今回の調査では平安時代末の遺構・遺物を検出することができた。調査区の東

部では粗砂上面で遺構のプランが確認されており、東南側に隣接する昭和 58年度調査区でも

ほぼ全域に堆積する砂の上面で平安時代末～室町時代の遺構が確認されている。したがって、

当調査地以東には平安時代末以前に埋没する自然河川が存在し、平安時代末以降の居住域は当

調査地の東方へ拡大または移動したものと推定される。

(嶋村 )

注1 八尾市教育委員会「入尾市埋蔵文化財発掘調査概要 1980.1981年瑚  (1983)
2 (財)八尾市文化財調査研究会「聰和58年度事業概要報割  (1984)

-6-
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第 2表 跡部遺跡 〈跡部本町 2丁 目44-■ 45、 46-1>出 土遺物観察表
SK

遺物番号

(図版 )
器  題

法 量 (現存率 )

単位 伽
成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成 。備考

土

師

器

不 推定口径 140C1/3) 外面 口縁部はヨヨナデ。体部は指押さえののち、ナ

デ 。

内面 ヨコナデ。

淡笹色。

構良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

外面に煤が付

着。

上

師

器

中皿 推定口径 162(1/p 面

面

外

内

ヨコナデ。

ヨヨナデ。

淡麓色。

精良。

自色砂粒、雲母を微量

含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   70(完 存)

高台高  09
雰面 高台は貼 り付け。

内面 底面は■方向ヘラミガキ。

外、内面は暗灰色志

断面は灰白色。

精良。

自色砂粒を微量含 tr。

焼成良好。

土器溜り(SW)出 土遺物

(図版 42)

土

師

器

/」 皿ヽ 径

高

口

器

94(完存) 外面 口縁部はヨヨナデ。底部は指押 さえののち、ヨ

コナデ。

内面 ヨコナア。

灰自色 6

精良。

自色砂粒、茶色砂粒を

微量含む。

焼成良好。

(囲版 12)
土

師

器

/」 皿ヽ 口径   94(完 p
器高   17-28

外面 口縁部はヨコナデ。底部は指押 さえののち、ヨ

コナデ。

内面 ヨヨナデ。

灰自色。

精良。

自色砂粒を少量含と。

焼威良好。

(図版 12)

土

師

器

小皿 推定口径  92(/2)
器高   18

外面 口縁部はヨヨナデ。底部は指押 さえののち、ヨ

コナデ。

内面 指押 さえ、ヘラナアののち、ヨコナデ。

浅黄登色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

斃成良好。

土

師

器

小皿 推定口径 94(%)
器高   16

磨耗のため調整不明。 彦篭色驚(色 o

糖良。

自色砂粒、茶色砂粒を

少量含む。

島成良好。

(図 版 12)

土

師

器

小皿 口径   96(%)
器高   19

外面 指押さえののち、ヨコナデ。

内面 ヨコナデ

淡登色～浅黄橙色。

精良。

白色砂粒を微量に含む

時成良好。

(図版 1の

上

師

器

小皿 推定口径 94(%) 面

面

外

内

ヨコナデ。

ヨヨナデ。

浅黄機色。

精良。

赤色樹を少量含む。

続成良好。

土
師

器

/」 皿ヽ 径

高

口

器

98(5/e
20

外面 粘土紐巻 き上げ痕が残存。ヘラ状工具によるナ

デ 。

内面 ヨヨナデ。

浅穀 。

精良。

自色砂粒、茶色砂粒を

少量含む。

完成良好。

土

師

器

小皿 径

高

口

器

96(2/3) 面

面

外

内

ヨコナデ。

ヨコナデ。

浅黄登色 ´

精良。

赤色粒ぞ微量含む。

焼成良好。

土

師

器

中 llll 推定回径 150(%) 外面 口縁部はナデ。体部は指押 さえののち、ナデ。

内面 指押 さえののち、ヨコナデ。

浅黄糧色。

自色砂粒、赤色粒を少

量含む。

発威良好 。

土

師

器

中皿 推定口径 150(%) 磨耗のため調整不明。 攀 。

精良。

日色砂粒を少量含む。

発成長好。

(図版 12)

瓦

器

小皿 径

高

日

器

i08(乃 外面 日縁部はヨコナデ。体部は指押 さえののち、密
なヘラミガキ。

内面 回縁部～体部 はヨヨナデののち、ヘラミガキ。

底面はやや密なヘラミガキ。

外面は黒色。

内面は黒色～灰自色。

断面は灰自色。

楠良。

自色砂粒を微量含む。

焼威良好。

(顕版 12)

瓦

器

小皿 径

高

回

器

96●0 外面 日縁部～体部は指押さえののち、粗いヘラ ミガ

キ。

内面  ヨコナデののち、粗いヘラ ミガキ。

色

良

灰

精
焼成良好。

(図版 12)

瓦

器

小皿 口径   102(完 存 ) 外面 日縁部はヨコナデ。体部～底部は指押 さえのの

ち、ナデ。

内面 日縁部はヨコナア。体部～底部は粗いヘラミガ

キ。

外面は灰色～灰自色。

内面は灰色。

糖良。

自色砂粒を微蟄に含む

焼成良好。

体部～底部外

面は炭素吸着

不良。

-9-



遺物番号

(図版 )
器  種

法 壁 (現存率 )

単位 効
威 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成・備考

17

(図版 12)

瓦

器

小皿 径

高

口

器

10。 (%)
21

外面 口縁部はヨコナア。体部～底部は指押さえのの

ち、ヘラミガキ。
内面 ヨコナデののち、ヘラミガキ。

外 、内面は灰色。

精良。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

瓦

器

小皿 径

高

口
器

106(%)
22～ 24

外面 回縁都はヨコナデののち、密なヘラミガ■。体
部～底部は指押 さえののち、密なヘラミガキ。

内面 口縁部～体部はヨヨナデののち、ヘラミガキ。

底面は密な■方向ヘラミガキ。

外面は灰色。内面は灰

色～灰白色。

断面は灰自色 。

構良 。

自色砂粒を微登含む。

焼成良好 。

瓦

器

小皿 推定口径 96(%) 外面 口縁部はコヨナデ。体部は指押 さえののち、一

部ヘラミガキ。

内面 ヨヨナデののち、糧いヘラ ミガキ。

外面は灰色～灰自色。

内面は灰色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

20
(図版 12)

瓦

器

椀

径

高

径

高

台

台

口

等

高

高

152(参

`)
60
07

高台は貼 り付け。

外面 口縁部はヨコナデののち、ヘラ ミガキ。体部は

指押 さえ、ヘラケズ リののち、ヘラミガキ。

内面 口縁部一体部は密なヘラミガキ。底面は格子ヘ

ラミガキ。

灰色。

結良 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好 。

瓦

器

椀 推定口径 ユ62
器高   65
推定高台径 60(%)
高台高  07

高台は帖 り付け。

外面 口縁部はヨコナアののち、ヘラ ミガキ。体部い

指押さえののち、密なヘラミガキ。

内面 日縁部～体部はヨヨナデののら、密なヘラミガ

キ。底面は磨耗のため調整不明。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 ユ62(%)
器高   49
推定高台径 66
高台高  08

高台は貼 り付け。

外面 口縁部はヨヨナデののち、密なヘ ラミガキ。体

部は指押 さえ、ヘラケズリののち、密なヘラミ

ガ■。

内面 磨耗のkめ調整不明。

灰色。

精良。

自色砂粒を少屋含む。

焼成良好。

(図版 12)

瓦

器

椀 口径   162(ン )

器高   58
高台径  62
高台高  08

高台は貼 り付け。

外面 回縁部はヨヨナデののち、ヘ ラミガキ。体部は
ヘラケズリののち、ヘラミガキ。

内面 口縁部～底面はナデののち、ヘラミガキ。

外面は黒色～灰色。

内面は灰自色～黒色。

精良。

自色砂粒を少量含 tr。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 154(%) 外面 口縁部はヨコナデののち、ヘラミガキ。体部は

指押 さえののち、ヘラケズ リ、ヘ ラミガキ。

日縁部～体部はヨヨナデののち、密なヘ ラミガ

■。

内面

外、内面は暗灰色中灰

自色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 164(/4) 外 面 口縁部はヨコ井デののち、ヘラミガキ。
ヘラケズリののち、ヘラミガ■。

口縁部はヨコナアののち、ヘラミガキ。
ヨヨナデののち、円孤状ヘラミガキ。

体部は

内面 体部は

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微壁含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回径 166(%) 外面 口縁部はヨコナデののち、ヘラミガキ。体部は
ヘラケズリののち、ヘラミガキ。

内面 口縁部～体部はヨコナデののち、密なヘラミガ

キ。

灰自色。

精良。

白色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

擁 推定口径 162(%) 外面 口縁部はヨコナアののう、ヘラミガ■。体部は

指押 さえののち、ヘラミガキ。

内面 ヨヨナアののち、密なヘラミガキ。

外 、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良 。

白色砂粒を徹量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回径 146(%) 外面 口縁部はヨヨナデ。体部は指押 さえののち、ヘ

ラナア、ヘ ラミガキ。

内面 回縁部一体部は密なヘラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

糖貴 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

擁 推定回径 140(%) 外面 口縁部はヨヨナデ。体部は指押 さえののち、ヘ

ラナデ、ヘラミガキ。

日縁部～体部 1ま密なヘラミガキ。内面

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒 を徹量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 160(%) 外面 口縁部はヨコナアののち、ヘラ ミガキ。体部は

指押 さえののち、ヘラミガキ。

ヨコナアののち、ヘラミガキ。内面

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を敏呂含む。

焼成良好。

- 10 -



遺物番号

(顕版 )
器  種

法 量 (現存率 )

単位 効 成 形 調 整 色 調  胎 土 焼成 備考

瓦

器

椀 推定回径 150(1/4) 外面 口縁部はヨコナデののち、ヘラミガ■。体部は

指押さえののち、組いヘラミガキ。
内面 口縁部～体部は密なヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色 。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 1500つ 外面 口縁部はヨコナデののち、ヘラミガキ。体部は

指押さえののち、ヘラミガキ。

内面 日縁部～体部はヨコナデののち、密なヘラミガ

キ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

FH良

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回径 154じの 外面 口縁部はヨコナデ。体部は指押さえののち、組
いヘラミガキ。

内面 ヘラミガ■。磨耗著 しい。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 15200 外面 口縁部はヨコナデ。体部は指押さえののち、組
いヘラミガキ。

内面 日縁部～体部は密なヘラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

結良 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 140(/.9 外 面 口縁部はヨコナデののち、粗いヘ ラミガ■。体
部は指押さえののち、粗いヘラ ミガキ。
ヨコナデののち、密なヘラミガキ。内面

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 14000 踊
　
師

口縁部はヨヨナデ。体部は指押さえ。磨耗のた

め調整不明。

日縁部～体部は密なヘ ラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

白色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定国径 150C0 磨耗のため調整不明。 外、内面は黒色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微星含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回径 174じつ 磨耗のため調整不明。 外面は不明。

断面はにない黄灰色。

内面は黒色。

精良。

自色砂粒を微量含 tF。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 6600
高台高  06

高台は貼 り付け。

外面 体部下半は磨耗のため調整不明。

内面 底面はナデののち、格子■ラセンヘラミガキ。

外、内面は鰭灰色。

断面は灰自色。

精良 。

自色砂粒を彼量含む。

焼成良態。

瓦

器

椀 径

高

ムロ
台

高

高

62(完存 ) 高台は貼 り付け。

内面 底面はナデののち、平行 +斜格子ヘ ラミガキ。

外面は灰色～灰自色 。

内面は灰色。

断面は灰白色。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

擁 径

高

台

台

高

高

62(完 存 ) 高台は貼 り付け。

内面 ナデののち。斜格子 +平行ヘラミガキ。

外 、内面は賠灰色。

断面は灰自色。

精良 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 径

高

台

台

一月
高

54(ン少 高台は貼 り付け。

内面 ナデののち、斜格子ヘラ ミガキ。

外 、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を徽量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 620②
高台高  06

高台は貼 り付け。

内面 底面はナデののち、斜格子ヘラミガキ。

外 、内面は暗灰色。

断面
`ま

灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 62(%)
高台高  05

高台は貼 り付け。

内面 底面は斜格子ヘラミガキ。

内、外面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 60(1/4)

高台高  06
高台は貼 り付け。

内面 底面は斜格子ヘ ラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰白色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。
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遺物番号

(区版 )
器  種

法 量 (現存率 )

単 位 倣 成 形 調 縫 色 調  胎 土 焼成 備考

瓦

器

椀 推定高台径 62(1/6)

高台高   07
高台は貼 り付け。

内面 底面はナデののち、斜格子ヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 62(/6j

高台高   06
高台は貼 り付け。

内面 底面は一方ヘ ラミガキ。
外面は灰色。

内面は暗灰色～灰自色

断面は灰自色。

精良 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   60(完 存 )

高台高   07
高台は貼 り付け。

外面 体部は指押 さえののち、ヘラミガキ。

内面 体部～底部はナデののち、ヘラミガキ

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 66(形 )

高台高   06
高台は貼 り付け。

磨耗のため調整不明。

灰色。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 60(4/4)

高台高   05
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は贈灰色。

断面は灰白色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定筒台高 60(彪 )

高台高   08
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外面は黒色～灰自色 。

内面は黒色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 径

高

台

台

高

高

64(9xl)

07
高台は貼 り付け。

磨耗のため調整不明。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒 を微量含 L・ 。

焼成良好。

瓦

器

抗 推定高台径 64(1/2)

高台高   iO
高台は貼 り付け。

内面 底面は密なヘラ ミガキ 。

外 、内面は灰色 。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   60(完 存)

高台高   08
高台は貼 り付け。

内面 底面は斜格子のヘ ラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   58(完存 )

高台高   07
高台は貼 り付け。

磨耗のため調整不明。

外、内面はオ リーブ灰

色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含 tF。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 66(拷 ,

高台高   08
高台は貼 り付け。

内面 底面は一方向ヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒を徽量含む。

焼成良好 。

瓦

器

椀 推定高台径 62(/3)

高台高   08
高台は魅 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 52(瘍 )

高台高   08
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

結良。

自色砂粒 を少量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   62(髪 )

高台高   07
高台は貼 う付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は灰色 。

断面は灰 自色 。

精良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 70(彪 )

高台高   08
高台は貼 り付け。

磨耗のため調整不明。

外、内面は黒色。

断面は灰白色。

精良。

自色砂粒を微壁含 tr。

焼成良好。
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遺物番号

(図版 )
器   種

法 量 (現存率 )

単位 伽 成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成・備考

瓦

器

椀 推定高台径 60(塊 )

高台高   08
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色 。

精良。

自色砂&を微壁含む。

焼成良好 .

瓦

器

椀 推定高台径 680②
高台高   08

高台は貼 り付け。

内面 底面は一方向ヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含 tFo

焼成農好。

(図版12)

磁

器

椀 高台径   66け 0
高台高   08

高台は削 り出しによる。

外面 体部 下半は施紬。

内面 施紬 。

灰自色。

自色砂粒を少量含 tF。

焼成良好。

自蔵 。

64

(図版 12)

磁

器
椀 推定高台径 74(%)

高台高   07
高台は削 り出しによる。

外面 体部 下半は施釉。高台は施紬なし。

内面 施釉。

灰自色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

自磁。

瓦 平 瓦 厚 さ

端面幅

側面幅

口面  ナデ。端面 との稜 はヘラケズ リののち、ナデ。

凸面 ナデ。

端面 ナデ。

側面 ナデ。

灰黄色。

自色砂粒、雲母を少量

含 tr。

焼成良好。

軟質。

瓦 平 瓦 厚 さ   22
端面幅   17
側面幅   22

Hl面  ヘラケズ リ。端面との稜 はヘラケズ リ。

凸面 ヘラケズ リ。

端面 ヘラケズ リ。

側面 ヘラケズ リ。

灰黄色。

自色砂粒、雲母を少量

含む。

焼成良好。

軟質。

遺構に伴わない遺物

弥
生
土
器

重 ? 底径    S7饒 存 ) 磨耗のため調整不明。 浅粛種色。

自色砂粒、雲母を少屋

含む。

焼成良好。

68
(図版 13)

土

師

器

小皿 銘径

高

口

器

分面 口縁部はヨヨナデ。体部は指押 さえののう、ナ

デ 。

内面  ヨヨナデ。

影笈だ電Й由o

精良ざ

白色砂粒、茶色砂粒を

微量含と。

撓成良好。

(図版 13)

土

師

器

/j、亜 口径 100C猪 ) 舛面 口縁部はヨヨナデ。体部は指押 さえののち、ナ

ラ
す

。

内面  ヨヨナデ。

彦鼈瘤駐{ヨ o

精良。

自色砂粒、茶色砂粒ぞ

微量含と。

焼成良好。

土

師

器

小皿 推定口径 ｀
96(%) 外面 口縁部はヨコナデ。体部は指押 さえののち、ナ

/。

内面 ヨヨナデ。

ツ電悟孝色 。

構良。

自色砂粒を微量含む。

焼威良好。

土

師

器

中皿 推定回径 140(%) 面

　

面

外

　

内

口縁部はヨコナア。体部は指押さえののち、ナ

デ。

ヨヨナデ。

淡種色。

精良。

自色砂粒、茶色砂粒を

微 曇含む。

焼成良好。

土

師

器

中皿 推定口径 140(%) 外面 口縁部はヨコナデ。体部は指押 さえののち、ナ

ラ・ 。

内面 ヨヨナデ。

鵜 。

精良。

自色砂粒、茶色砂粒を

微量含む。

焼威良好。

上

師

器

台付皿 台部    (完 存 ) 台部は貼 り付け。

外面 台部はヨヨナデ。

内面 底面はナア。

彦鷺糎霊(色 o

自色砂粒、雲母を微屋

含む。

焼成良好。

瓦

器

小 皿 推定回径 96(%)
器高    24

外面 回縁部はヨコナデののち、密なヘラミガキ。体

部～底部は密 なヘ ラミガ名

内面  ヨヨナ ,のの五 組いヘ ラミガキ 。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒 を微 E含む。

焼威良好。

瓦

器

小 皿 推定口径  86(猪 )

器高    36
外面 口縁部はヨヨナデ。体部は指押さえののち、テ

デ 。

内面 日縁部～底部はヨコナデののち、粗いヘ ラミガ

■。

暗灰色。

精良。

自色砂粒を微量含と。

焼成良好。

瓦

器

擁 推定回径 166(1/3) 外面 口縁部はヨコナデののち、密なヘラミガキ。

内面 口縁部はヨヨナデののち、密なヘラミガキ。
外、内面は暗灰色。

断面は灰白色。

焼成良好。

-13-



遺物番号

(図版 )
器   種

法 量 (現存率 )

単 位 伽 成 形 調 整 色 調  胎 土 焼成 備考

瓦

器

斃 推定日径  150
器高    50
推定高台径 64(ン )

高台高   07

高台は貼 り付け。

外面 口縁部 はヨコナデ。体部は指押 さえののち、ヘ

ラケズ リ。磨耗のためヘラ ミガキは不明瞭。

内面  ヨコナアののち、密なヘラミガキ。

外、内面は暗灰自～灰

自色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 160(1/9 外面 日縁部はヨヨナデののち、密なヘラ ミガキ。体

部は密なヘラ ミガ■。

内面 回縁部は磨耗のため不明。体部は密なヘラ ミガ

キ。

外、内面は暗灰色。断

面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径  160(/6) 外面 口縁部 はヨコ,デ ののち、密なヘ ラミガキ。体

部はヘラケズリののら、密なヘラ ミガキ。

内面 口縁部はつヨナデののち、密なハラミガ■。体

部はヘラ ミガキ。

灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含 tF。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 170(%) 外面 日縁部は密空ヘラミガ■ 。体部はヘラケズ リの

のち、密なヘラミガキ。

内面 ヘラミガキ。

外面は灰色～灰自色。

内面は灰色。

断面は灰白色。

縮良。

自色砂粒を微量含む。

焼威良好。

瓦

器

擁 推定回径 148傷ρ 外面 口縁部はヨヨナデののち、ヘラミガキ。体部は

指押 さえののち、ヘラミガキ。

内面 口縁部は磨耗のため不明。体部はヘ ラミガ■。

外、内面は踏灰色。断

面は灰自色

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 150(%) 外面 口縁部はヨコナデ。体部は指押 さえののち、ナ

デ、粗ヽヽヘラミガキ。

内面 口縁部～体部は密なヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定口径 165(光 ) 外 面 口縁部はヨコナデののち、密なヘラミガキ。体

部は指押 さえののち、ヘラミガ■。磨耗のため
ヘラミガ■は不明瞭。
ヘラミガキ、磨耗のためヘラミガ■は不明瞭。内面

外、内面は灰色。

断面は灰白色。

緒良。

白色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回径 150(1て ) 外面 口縁部はヨコナデののち、密なヘラ ミガキ。

内面 日縁部は密なヘラ ミガ■。

外、内面は暗灰色。

断面は灰白色。

楠良。

自色砂粒 を微量含 tF。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回径 165(%) 磨耗のため調整不明。 外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定回台径 63(1/6)

高台高   08
高台は貼 う付け。

外面 体部下半はヘラケズ リののち、組いヘ ラミガキ

内面 体部～底面は密なヘラ ミガ■。

外 、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 66(%)
高台高   08

高台は貼 り付け。

外面 体部下半は指押さえのの ち、粗いヘラミガキ。

内面 底面は格子ヘラミガ■。

外面は灰色～灰自色。

内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含 t・。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 66(完存 )

高台高   08
高台は貼 り付け。

外面 体部下半は指押さえののち、粗いヘラミガ■。

内面 体部は,デののち、密なヘラミガキ。底面中央
はテデ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好 。

瓦

騒

椀 推定高台径 48(%)

高台高   05
高台は貼 り付け。

外面 体部は指押さえののち、ナデ、ヘラミガキ。

内面 体部はナデののう、粗いヘラ ミガキ。底面はナ

デののち、細いヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

糖良。

自色砂粒 を微量含む。

焼成良好。

氏

誦

椀 推定高台径 66●◇
高台高   08

高台は貼 り付け。

外面 体部下半は指押さえののち、粗いヘラ ミガキ。

内面 体部～底面は,デののち、密なヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

椀 高台径   74シ 尋

高台高   00
高台は貼 り付け。

外面 体部下半は密なヘラミガキ。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

脩良。

自色砂粒を徹量含む。

焼成良好。
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遺物番号

(図版 )

器   種
法 量 (現存率 )

単 位 効
成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成・備考

瓦

器

椀 推定高台径 70(比 )

高台高   09
高台は貼 り付け。

外面 体部 下半は磨耗のため調整不明。

内面 ヘラミガキ。

外、内面は賭灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径  61(%)
高台高   07

高台は貼 り付け。

磨耗のため調整不明。

外、内面は黒色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   68(完 存 )

高台高   07
高台は貼 り付け。

内面 底面はナデののち、斜格子ヘラミガキ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   60(1/2)
高台高   06

高台は貼 り付け。

内面 底面はナデののち、斜格子ヘラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 54(%)
高台高   05

高台は貼 り付けo

外面 体部下半は指押さえ。

閥面 底面はナデののち、斜格子ヘラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒は微量含 tF。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 50(%)
高台高   06

高台は貼 り付け。

外面 体部下半はヘラミガキ。

内面 底面はナデののち、斜格子ヘラミガキ。

外、内面は灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 52(%)
高台高   06

高台は貼 り付け。

内面 底面は密な一方向ヘラミガ■。

外面は灰色。

内面は暗灰色～灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微蟄含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 60(%)
高台高   04

高台は貼 り付 け。

内面 底面は
'デ

ののち、平行ヘラミガキ。

外面は灰色 。

内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 64(1/6)

高台高   10
高台は貼 り付け。

内面 底面はナデののち、粗いヘラミガキ。

外、内面は賠灰色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒セ微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 76(わ

高台高   iO
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

淡笹色。

自色砂粒 黒色砂粒を

少量含む。

焼成良好。

102 瓦

器

椀 高台径   64(完 存 )

高台高   08
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は灰色 。

断面は灰自色。

精良 。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

103 瓦

器

椀 高台径  126(940D
高台高   08

高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

糖良。

白色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

擁 径

高

台

台

高

高

60(完存)

0襦

高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色 。

断面は灰白色ど

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 66(%)
高台高   06

高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。

灰 自色。

精良 。

自色砂粒を微量含 tF o

焼成良好。

瓦

器

椀 高台径   62eる )

高台高   07
高台は貼 り付け。

外面 底面は指押 さえののち、ナデ。

庵面 磨耗のため調整不明。

外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。
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遺物番号

(図版 )
器  種

法 壁 (現存率 )

単 位 効
成 形 調 整 色 調  胎 土 焼成 備考

107 瓦

器

椀 推定高台径 66(%)
高台高   08

高台は貼 り付け。

内面 底面は一方向 ヘラミガキ。

外、内面は暗灰色 。

断面は灰自色。

精良 。

自色砂粒 ぞ徽量含む。

焼成長好。

瓦

器

擁 推定高台径 60(彪 )

高台高   07
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。
外、内面は賠灰色。

断面は灰自色。

精良 。

白色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径126(%)
高台高   09

高台は貼 り付け。

内面 底面は一方向ヘラミガ■
外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微霊含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 72(彪 )

高台高   10
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。
雰、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 70(猪 )

高台高   00
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。
雰、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定肩台径 80(堵 )

高台高   12
高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。
外、内面は暗灰色。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

椀 推定高台径 50(猪 光
高台高   07

高台は貼 り付け。

内面 磨耗のため調整不明。
外、内面は暗灰色。

断面は灰 自色。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

擁 推定高台径 70(糸 )

高台高   1よ
高台は魅 り付け。

内面 底面は一方向ヘラミガ■。
外、内面は暗灰色 。

断面は灰自色。

精良。

自色砂粒を微蟄含む。

焼成良好。

瓦

器

推定底径  74(猪 ) 外面 体部下半はナデ。底部に回転糸切 り痕が残存。

内面 ナデ。
外、内面は灰色～灰自

色。断面は灰自色 。

精良。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

瓦

器

推定高台径182(%)

高台高   08
高台は貼 り付け。

外面 ナデ。

内面  ヘラナデ。

外、内面は暗灰色。

断面は灰 自色。

自色砂粒、小石を少量

含む。

焼成良好。

須

恵

器

推定高台径 104(猪 )

高台高   09
高台は貼 り付け

外面 回転ナデ

内面 回転ナデ

灰自色。

自色砂粒 を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

盗 外面 平行 タタキ 。(3本/1伽 )

内面 ナデ。
外面は青灰色。

内、断面は灰自色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

変 面

面

外

内
平行 タタキ (4本/1効 )

ナデ。
青灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

麗 面

面

外

内
平行 タタ■。 (2本ノ/1倣 )

円形 タタ■。 (2本 /1∽ )

青灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

理 外面 平行 タタ■。 (3本 /1効 )

内面 岡形 タタキ。 (2本 /1効 )

青灰色。

自色砂粒を少量台む。

焼成良好。

(図版 13)

瓦 軒丸瓦 内区 三巴、右回 り 灰白色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

硬質。

―- 16 -



遺物番号

(図版 )
器  種

法 量 (現存率 )

単 位 働
成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成・備考

瓦 丸再 厚さ   17
筒部側面幅 19

面

面

面

凸

国

側

部

部

部

筒

筒

筒

ナデ。

布目猿濃存。

ナデ。凸面との稜 はヘラケズ リ。

灰自色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

玉縁部を欠損

硬損。

I% 瓦 丸瓦 厚さ   15
簡部側面幅 20

葦 輔 醐 10

筒部凸面 ナデ。

簡部国面 布目反残存。

筒部側面 ナデ。凸面 との稜 はヘラケズリ。

段部凸面 ヘ ラケズ リ。

玉縁都凸面 ナデ。

玉縁部端面 ナデ。

青灰色。

自色砂栽を少量含む。

焼成良好。

覆電子堅。

簡部に釘穴 。

― V―



2.愚智遺跡の調査 〈恩智中町 1丁目77-2〉

1.調 査 経 過

恩智遺跡は八尾市恐智北町、恩智中町、恐

智南町に所在 し、生駒山地西麓の扇状地に位

置する集落遺跡である。

当遺跡は古くから知られており、恩智中町

3丁 目に所在する豚王の社」には「恐智石

器時代遺蹟」の顕影碑が建てられている。昭

和49年にこの「天王の側 の一角で防火用貯

水槽設置のため掘削工事を行 っているが、そ __♯
の際に縄文時代晩期・洛生時代中期の遺物が   IJ
採集されてし(著 :と た昭和酌～53年には「天   :
王の社」の西方250翻を流れる愚智川の改修に伴って瓜生堂遺跡調査会が調査を行っており、

弥生時代沖難腔中心とする遺構・遺物が検出されて祇電
2デ

今回の調査は  信用金庫恩智支店の建設に伴 って実施された。調査地は瓜生堂遺跡調査会

が昭和53年に調査を実施した恩智橋以北の西岸地点の西方約 80ηの地点で、当遺跡の調査地

中では最西部に位置している。調査は建物予定地内に任意に8ケ所のグリッドを設定し (第 14

図X現地表下 1l η まで機械掘削したのち、手掘 りで行 った。

2.調 査 概 要

調査地の基本層序は第 15図に示すとおりである。現地表より第 1層 灰褐色粘土、第2層

淡褐色細砂、第3層 青灰色粘土、第4層 暗灰色粘土、第5層 黒灰色粘土、第6層 灰色

第 14囲 調査区設定図 (S=ツワ00)

第 13図 調査地位置図 (S=ツ5000)

ド

・　

　

　

　

　

・ド

□
第５グリァ
団
翔

第1グ リノド

2グ リァド

第7グ リッド第3グ リッド
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粘土、第 7層 黄灰色シル トである。第 3層～第 5層までは古墳時代～休生時代の遺物包含層

である。第 3層 は須恵器片を含む。この層上面ではTP 108～ H.2η を測る。第 4層 は植物遺

体、弥生時代中期の土器を多く含む。第 5層は休生時代中期の遺構の埋土と思われる。第 4層

または第 5層の下に堆積する第 6層または第 7層上面が外生時代の地山面となる。この面は調

査llL北東隅の第 7グ リッドで TP 10.3縮 を測 り、南西隅の第 2グ リッドで TP9,8物 を測る。

若千の北高差が存在するものの面的にはほぼ同一であり、濤・ピット・土坑などの遺構が存在

する。以下、グリッドごとの概要を記述する。

第 1グ リッド  現llL表下 1.2η で遺物包含層に達し、第 3層以下から土器の細片が出土し

た。現地表下 24mの グリッド南西隅の落ち込み状遺構に第 5層が堆積し、第 Ⅲ様式の壷の口

縁部 (127・ 130)が 出土した。

第 2グ リッド  現地表下 1,4ηで青灰色粘土層に達する。以下 08ηの間、外生時代の上

器片が出土した。遺物を包合する最下層は第 4層で、ここか らは弥生時代中期の甕の比較的大

きな破片が出上した。遺物は他に重 (132)が出土した。

第 3グ リッド  現地表下 1lη で遺物包含層に達する。上層の第 3層には須恵器 。土師器

・休生土器の破片が含まれる。下層の第 4層内には植物遺体が多い。最下層の第 5層 と地山で

ある第 6層 との間には林生時代中期がまとまって出土した。遺物は甕 (141)、 器種不明の底

部 (139)が出上した。

第 4グ リッド  現地表下 3翻で遺物包含層に達する。第 3層 内には須恵器、土師器、外生

土器の細片が含まれる。この下層の第 4層内には休生時代中期の上器が細片で含まれる程度で

ある。遺物は壷 (136)が出土した。

第 2
グリッド

一一一一”一一一一一一一一

第 1

グリッド
l   i
l   l   i

一

i  3

14 1
1   1
1 51

濁

第 3
グリット

第 4
グリッド
l     i
l  i
l ュ |
|   |

一

|   |
[  3  1
キ      |

―:  4  :

常

第 5
グリッド

1 11

出
121

正 ,市

第 6
グリッド

|  十

一一 121

1  2  1

-|  1濡 On

I  I
1  3  1

ー

豊 6

i41

!  5  i

6-と___」

i31

141

7さ(】

i    t

2  1
1100m 1100m

灰禍色粘土
淡褐色細砂
青灰色粘土
暗灰色粘土

黒 灰色粘土
灰色 津止
黄灰色 シル ト

第 15図 第 1～第 6グ リッド土層断面模式図 (S=/40)
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第 5グ リッド  最初に掘削した試掘坑で、現地表下 lηで

遺物包含層に達 し、以下 80効 が包含層であることを確認した。

第 3層には須恵器が含まれており、第 4層か ら休生土器が出土

し、地山である第 7層上面には遺構状の落込みが存在すること

を確認した。

第 6グ リッド(第 16図 、図版 2) 現地表下 1.2η で遺物

包含層に達する。他 トレンテと同様第 3層には須恵器・土師器

・休生土器の細片が含まれており、第 4層 には休生時代中期の

上器を含む。

現現地表下1.9,で地出である第 7層上面に達し、地山面には4ケ所のピットが掘 り込まれてい

た。ピットの径 は約 20帥大で、 深さは 25～ 50効 である。遺物は壼 (135)が 出土した。

第 7グ リッド(第 17図 、図版 2) 現地表下0.8初で遺物包含層に達する。現地表下 16η

で地山である第 6層に達し、地山面で幅60～ 70"、 深さ40伽 のL字状に曲る溝を検出した。

このうち、南西隅部分は井戸状に深 く落ち込み、深さ70勁以上を測る。 これらの遺構内には

第 5層が堆積し、外生時代中期の遺物が出上した。出土遺物には壷 (133)、 鉢 (144)、 器種

不明の底部 (142)、 砂岩製の砥石 (146)が みられる。

第 8グ リッド(第 18図、図版 3) 現地表下0.7η で遺物包含層に達する。第 3層は比較

的厚 く、 80蝕を測 り、下部には須恵器を含む。第 4層の最上部から第Ⅳ様式と思われる壷の日

縁部 (134)が出土した。さらに第 4層中、現地表から約 16η で外生時十ミ中期の上器棺 (第

19。 20図、図版 13)が検出された。この上器棺は甕 (126)を 横位に埋置 し、日を壺の胴部

破片 (125)で 蓋をしたものであるが、土層断面で棺の掘 り方箸を確認することはできなか っ

たo甕は第Ⅲ～第Ⅳ様式に属する生駒西麓産のもので、壷は沖積地の胎土をもつ。さらに現地

表下 2.lη の第 4層 と第 5層の境に径 25∽ 大の閃緑岩の石材が検出された。この石材の上に

＝

１１

十

■

―

♀                iЛ

第16図 第 6グ リッド平面図
(S=1/40)

E

11.OOm

♀       _in 層名は第 15図 と同じ

第 17図 第 7グ リッド平面図・土層断面図 (S‐ 1/40)
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貼 りついた状態で、緑色凝灰岩製の石製品 (147)が検

出された。さらにこの石材基底直下の第 5層中より第 1

様式と思われる重の破片 (137)が出土した。他に遺物

は重 (128・ 129・ 131)・ 発 (140)。 器種不明の底

部 (143)、 サヌカイト製の石器 (145)が出土した。

3.ま  と め

今回の調査によって良好な遺物包含層及び遺構を確認

することができた。調査時期や予算上の制約の為、面的

な調査ができなかったことが悔やまれるが、当調査地が

従来の恩智遺跡の調査の中では最西端に位置する為、こ

こで発見された遺構 ・遺物により、当遺跡の西限が従来

考えられていたよりもかなり西側の、旧大和川河川敷の

直下にまで至ることが予想された。当調査地の東 80η

を流れる恩智川改修時の瓜堂遺跡調査会による調査で

も、この付近に最も遺構が密集していたことが確認され

ている。あわせて、当調査地の調査は思智遺跡の居住域

の推定に貴重な質料を提供したものといえよう。

(米田 )

注1 山本 昭。泉本知秀・福岡澄男「/k尾市愚智遺

跡の出土遺物について」『 大阪文化誌』
第 2巻 1号 (1976)

2 瓜生堂遺跡調査会「 恐智遺跡 I.I」 (1980)
瓜生堂遺跡調査会 日悪智遺跡 皿」 (1981)

層名は第15図と同じ

1         1

第 18図 第 8グリッド土層断面図

(S=1/40)

一

第 19図 第 8グ リッド墓棺出土状況

(S=ツ10)
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第 20図  第 8グ リッド出土養棺 (S=1/4)
―- 22 -
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第 21図 第 1～第 8グ リッド出土遺物 (1)
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第 22図 第 1～第 8グ リッド出土遺物〔2〕 (S=И .ッ2)
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第 3表 愚智遺跡〈恩智中町 1丁 目77-2>出 土遺物観察表
第 8グ リッド出土甕棺

遺物番号

(図版 )
器   種

法 壁 (現存率 )

単 位 伽 成 形 調 整 色 調 ・ 胎 上 焼成・備考

一霞 推定底径  50(1/3) 外面 胴部上半はハケののち、ナデ。 3条以上の椅描

直線文 (10本/11伽 )と 1条の櫛緒波状文

(10ん/11効 )。 綺描文間に よ条のヘラミガキ。

胴部下半はハケののち、ヘラミガキ。

内面 指押さえ、ナデ。

浅黄橙色。

自色砂粒、雲母を微量

含む。

焼成良好。

胴部下半外面

に黒斑。

(図版 13)
養 径

高

径

口

器

底

202(完 つ

327
外面 口縁部はヨコナヂ。胴部はヘラミガキ。底部は

ヨヨナデ。

内面 口縁部 はヨコナデ。胴部上半はヘラナアののち

ヘラミガ■。胴部下半～底部はナデ。

暗褐色。

生駒西盛の粘上。自色

砂粒、角閃石、雲母を

少量含 tF。

島成良好。

目部下半～底

外ヽ面に煤が

寸着。

第 1～第 8グ リッド出土遺物

重 推定回径 310(%) 外 面 口縁部はヨコナアののち、端部lIヘ ラ状工具に

よるキザ ミメ。駁都はハケののら、ヘラ ミガキ

ヘラ ミガキ。内面

灰黄色。

生駒西後の粘上。自色

砂粒、雲母、角閃石を

少量含む。

誌成良好。

名よグリッド

壺 推定口径 勢 4(/4) 外面 口縁部はハケ。顕部はヘラナデ。

内面 日縁部は指押 さえののち、ハケ、ナデ。

外、内面は灰黄色～明

赤褐色。断面は灰黄色 (

生駒西麓の粘土。自色

砂粒、雲母、角閃石を

少壁含む。

焼成良好。

外、内面 とも

に二次焼成の

ため赤色化。

第 8グ リッド。

129 蔓 推定口径 208く%) 外面 口縁部はヨコナア。顕部はヘ ラミガキ。

内面 口縁部 はヨコナデ。

黒褐色。

生駒西麓の粘土。雲母

、角閃石 、自色砂粒を

少量含む。

焼成良好。

日縁部外面の

一部に黒斑。

第 8グ リッド。

く図版 13)

一望 推定回径 蓼2(%) 外面 口縁部はヨコナデののち、 2条の櫛摘簾状文 (

14ん /17効
)。 顕部は 4条以上の櫛摘直線文 (

14本 /17効 )施 文ののち、櫛描文間に 1条の

ヘラミガキ。

内面 口縁部はヘラ状工具による押圧ののち、ヨヨナ

デ。頚部はハケののち、ヘラミガキ。

黒褐色。

生駒西歯の粘土。自色

砂粒 、角閃石 、雲母を

少量含む。

焼成良好。

日縁部～顕部

外面の一部に

黒斑。

筆 1グ リッド。

一璽 推定口径 1680o 外面 ヨヨナデののち、日縁部は 2条の櫛描簾状文 (

12本/16伽 )。

内面 ヨヨナデ。

にない黄後色。

自色砂粒、角閃石、雲

母を少 監含 tr。

焼成良好。

日縁部端面に

黒斑。

第 8グ リッド。

壷 推定口径 142(%) 外面 口縁部は凹線文。

内面 ヨコナデののち、半円形竹管文。

外面はにない褐色。内

面は灰黄色。断面は黄

灰色。

自色砂粒、角閃石、雲

母を微 璧含 tF。

焼成良好。

口縁部端面は

二次焼成のた

め赤色化。

第 2グ リッドe

重 推定日径 250(%) 外 面 口縁部はヨヨナデののち、 2条の櫛摘直線文 (

9ん/13効 )。 顕部はヨヨナデ。

ヘラ状工具による押圧ののち、 ヨコナデ。内面

外、内面はにない赤褐

色～黒色。断面は灰色。

生駒西麓の粘上。自色

砂粒、角閃石、雲母を

少 壁含む。

続成良好。

外、内面とも

に二次焼成の

ため赤色化。

第 7グ リッド。

重 推定口径 202(%) 面

面

外

内

日縁部端面は凹線文。頸部はナデ。

ナデ。

にムい黄覆色。

自色砂粒、雲母を少量

含む。

焼成良好。

第 8グリッ ド

一軍 推定口径 138t/5) 面

面

外

内

ヨコナデ。

日縁部はヨヨナデ。胴部は指押さえののち、ナ

ラ評。

黄灰色。

生駒頭麓の粘土。雲母

角閃石、自色砂粒を少

堅含む。

焼成良好。

口緑部～胴部

外面に燥が付

着。

第 6グ リッド

一望 口径   136(完 存 ) 外面 磨耗のため不明。

内面 口顕部はヘラミガ■。胴部は,デ。

灰黄色。

自色砂粒、雲母を少量

含 tF o

諏 良好 o

零4グ リッ氏
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遺物番号

(図版 )
器  種

法 二 (現存率 )

単 位 ∽
成 形 調 整 色 調  胎 上 焼成・備考

重 外面  4条以上の櫛描波状文 (13本/13効 )施文のの

ち、櫛描文間に ユ条のヘラミガキ。

内面 指押 さえののち、ハケ。

外面は灰色～浅黄色。

内、断面は黒掘色。

生駒四塞の粘土。角閃

石、雲母、日色砂粒を

少量含む。

焼成良好。

第 8グ リッド

底径   740o 舛面 胴部はヘラ ミガキ。底部はナデ。

内面 隅部はナデ。底部は指押さえのρら、ナデ。

外面は灰 自色～黒色。

内、断面は灰白色。

自色砂粒、雲母 、角閃

石を微量含む。

焼成良好。

嗣部～底部外

面に黒斑。

第 3グ リッド

? 底径 48鏡つ 面

面

外

内

ナデ。

ナデ。
外面は灰黄色～灰色。

内面は灰黄色。断面は

灰色。

生駒西麓の粘土。自色

砂粒、角閃石、雲母を

少量含む。

焼成良好。

胴部外面の一

部 と底部全面

に燦が付着。

第 3グ リット

菱 底径    42(完 存 ) 外面 胴部はハケ。底部はナデ。

内面 ナデ。

灰黄褐色。

自色砂粒を少壁含む。

焼成良好。

田部～底部外

面に黒斑。

第 3グ リッド

菱 魔径 48(完存 ) 面

面

外

内

胴部はハケ。底部はナデ。

指押 さえののち、ハケ、ナア。

にない黄Xtl。

生駒西麓の粘土。角閃

石、雲母 、自色砂粒を

少量含む。

焼成良好。

外面全面に煤

が付着。

第 3グ リッド

, 推定底径 66(%) 面

面

外

内

限部はヘラミガ■。底部はヨコナデ。

ナデ。

外 、断面は灰黄褐色。

内面は黒色。

生駒西麓 の粘土。雲母

角閃石、自色砂粒 を少

量含 tr。

焼成良好。

第 7グ リッド

推定底径  38(1/4) 外面 調部はヘラ ミガキ。底部はナデ。

内面 ナデ。

外、内面は赤褐色～灰

自色。断面は暗緑灰色

雲母、自色砂粒 を徹量

に含む。

続募良好。

体部外面の一

部に燥が付着。

第 8グ リフド。

144 鉢 推定底径 396(%) 日縁部端面は貼 り付け。

外面 口緑部端面は斜方向の櫛描列点文。体都は 2条
の櫛描療状文 (31A/35働 )施文ののち、櫛状

工具による押圧をもつ推定 15組 (3本 1組 )の

棒状浮文貼り付け。

内面 ヨヨヘラミガキののち、タテヘラミガキ。

灰黄色。

生駒西麓の粘土。角閃

石、雲母、自色砂粒を

少置含む。

焼成良好。

体部外面の一

部に燦が付着。

第 7グ リッド。
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3.跡部遺跡の調査 〈安中町 3丁目52-2〉

1 調 査 経 過

今回の調査は
, |の ビジネスホテ

ル建設に伴 って実施された。調査地は跡部本町 2

丁目の調査地の東方約 l Kmに位置 してお り、調査

地の】ヒ東約 140初 の地点では長 瀬川が南東か ら

北西方向に流れている。

調査は建物基礎部分に 25η ×5確 の調査区を

設定 し、盛上部分約 lηを機械掘削した後、 1打

の内法をつけ、 23η ×3η を手掘 りした。

2.調 査 概 要

調査地の基本土層は第 26図に示すとおりである。

現地表下約 lηまで盛土で、その下には第 1層

耕土、第 2層 褐灰色粘土、第 3層 灰色粘土、

第 4層 青灰色シル トの順で堆積が確認された。

遺物は調査区の西半部に集中しており、第 2層 下

部には瓦が含まれており、第 3層には土師器、須

恵器など古墳時代の遺物が含まれていた。遺構は

TP6.9m前後の第 4層上面で検出された。検出さ

|れた遺構は土坑 1である。9諺 5図 .図版4)

土 坑 (SK) 調査区中央付近で検出された  第 24図 調査区設定図 (S=ウ/800)

もので、平面形は円形を呈す。現存径 10旬、深さ0.2ηを測る。断面形は浅い皿状を呈し、

土坑内には灰青色シル ト質粘上が堆積する。遺物は休生土器壷?(148)、 土師器高邦 (149

・150)。 製塩土器 (151)、 須恵器蓋界 (152～ 159。 161～ 163)・ 高邦 (160。 164)・

甕 (165)が出土した。弥生土器の混入がみられ、また須恵器の所属時期に多少のばらつきが

認められるが、出土遣物は概ね古墳時代の 5世紀末～ 6世紀前半に属するものであろう。

遺構に伴わない遺物  第 3層から弥生土器重 (166)。 甕 (167・ 168)、 土師器甕 (169

・170)・ 鉢 (171・ 172・ 173)。 高芥 (174～ 176)・ 甑 (177)・ 製塩土器 (178

～ 181)、 土製品 (184)、 円筒埴輪 (185)、 須恵器蓋邦 (186～ 203)・ 高邦 (204～

208)、 瓦泉(209・ 210).重 (211・ 213)。 鉢?(214)・ 器台 (215・ 216)・ 養 (217

～224)、 器種不明のもの (212)、 木製品 (225)、 獣骨、馬歯などが出土した。土師器・

蜘分
調査地位置図 (S=ノ 5000)
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⑧ SK

1         _J

第 25図 調査区平面図 (S=ウ900)

須恵器は 5世紀末～ 6世紀代に属するものである。主に調査区

の西半部で出土した。木製品は調査区の西壁付近で出土した。

続:雰晉[哲五枡 BIミ滸墓選ぞ普二:す
gi鷺

云I島暮上r亀

｀

歯とともに調査区中央北壁付近で出上した。

また、吉墳時代の遺物が含まれる第 3層の上層の第 2層下部

からは瓦が出土した。いずれ も平瓦で、二次焼成を受けて煤が

付着したもの (226・ 229・ 230)がみられる。凸面の調整には

①タテ方向とヨコ方向の縄ロタタキをもつもの (226)、 ② タ

テ方向の縄ロタタキをもつもの (227～ 232)、 ③ タテ方向の

縄ロタタキを施したのち、ナデ調整を施するもの(233・ 234)

の 3種類がみられる。226は 側面に布目痕が残存するこ とか

ら、‐枚作 りによって製作されたものであると思われる。軒丸

瓦 ・軒平瓦は出土しておらず、詳細な所属時期は不明であるが、

奈良時代～平安時代に属するものであろう。

3.ま と め

Ｅ
一３
．

。。
聖生 12

盛 土

11 耕 土

禍灰色粘土

13 灰色粘土

と二f竜,【tJYセ I」

第26図 土層断面模式図

(S=1/40)

今回の調査地では 6世紀代を中心とする遺物包含層、遺構を確認することができた。現在、

調査地の北東約 1402に は長瀬川が流れており、調査地の東方約 80紹 にあたる富士紡績工場

の南東側の道路下では工事中の立会調査で現地表下 3紡以上にわたる砂の堆積が確認されてい

る。以上より、今回の調査地は跡部遺跡の最東部の地点であると考えられる。

(嶋村 )

注 1 宮崎泰史氏のご教授による。
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186                       187 倒        ｀ 188

189                        190                       191

1躍症 IAl銘 /q、 1囲

1%   1%

筵韮硯8≪下鬼 ⊆至踪
く
(::::::::::「

~~::::::'|;il     べく三三::こ::I~~~~:;'!i2

第 29図 遺構に伴わない遺物〔2〕 (S=1/4)
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第 30図 遺構に伴わない遺物〔3)(S=1/4)
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第 33図  遺構に伴わない遺物〔6〕 (S=1/3)
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第4表 跡部遺跡 〈安中町 3丁目52-2〉 出土遺物観察表 土坑 (SK)出 土遺物
遺物番号

(図版 )
器  種

法 量(堺存率 )

単 位 ∽ 成 形 調 整 色 調  胎 土 焼成・備考

148 弥

生

土

器

霊 ? 底径  57(完存) 外面 ヘラ,デ。

内面 ヘラナデ。
外面は灰貢色。内面は

黄灰色。断面はにない

程色。

自色砂粒、雲母、角閃

石を少蟄含む。

焼成良好。

土

師

器

訴 推定脚底径 112(力 ) 面

面

外

内
脚柱部はハケ。脚裾部は磨耗のため調整不明。

脚柱部にしばりめ残存。脚据部は指押 さえ、ナ

デ。

淡黄色。

自色砂粒を微量含む。

焼成良好。

脚裾部の一部

に爆が付着。

土

師

器

高不 推定脚底径 112(1/2) 外面 ナデ。

内面 脚柱部にしばりめ残存。脚裾部は指押 さえ、ナ

デ 。

にない橙色。

自色砂粒、雲母を微量

含む。

焼成良好。

外、内面の一

部に煤が付着

土

師

器

製塩土器 推定口径 82(1/9 外面 タタ■ (4本/1伽 )の のち、ナデ。

内面 指押さえ、ナデ。

にない黄種色。

自色砂粒、雲母を微量

台む。

焼成良好。

二次焼成のた

め―都赤色化 I

152

図版 13

須

恵

器

蓋不GD 推定口径 142ψ3)

器高   50
天丼部高  30

外面 回転ナデののち、天丼部の %|ま回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 天丼都中央は不定方向のナデ。他は回転ナデ。

灰自色。

自色砂粒を少壁含む。

焼成良好。

日縁部外面の

一部に煤が付

着。

図版 13)

須

恵

器

訴 は) 推定口径 152(%)
器高    50
天丼部高  28

外面 回転ナデののち、天丼部の %は 回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 回転ナデ。

暗青灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

154

図版 14)

須

恵

器

蓋添儀 ) 稜 (1/4)

推定回径

器高

天丼部高

・６

４

２

外面

 写で盗吾写写 :｀

天丼部の /3は回転ヘラケズ

内面 回転ナデののち、天丼部中央は不定方向ナデ。

灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

天丼部外面に

粘土が付着。

天丼部外面の

上部に自然釉

が付着。

須

恵

器

蓋邦 (蓋 ) 推定口径 132(%)
器高    51
天丼部高  29

外面 回転,デののち、天丼部の 1/2は 回転ヘラケズ

リ(左回り)。

内面 回転ナデののち、天丼部中央は不定方向のナア、

同,心円タタキ。

暗青灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

日縁部外面の

一部に煤が付

着。

156 須

恵

器

護不 G∋ 推定回径 136(%) 外面 回転ナアののち、天丼部の一部は回転ヘラケズ

リ (右回 り )。

内面 回転ナデ。

皓青灰色。

自色砂粒を少畳含 tF。

焼成良思。

須

恵

器

蓋邦鮭 ) 推定口径 ■4(1/p 外面 回転テアののち、天丼部の一部 は回転ヘラケズ

リ (左回 り )。

内面 回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

天丼部外面の

一部に灰をか

なる。

須

恵

器

蓋芥 (身 ) 推定口径 122(磁 )

器高   52
たちあがり高 17

外面

 写で基目写争 :｀

底体部の ウる
r回

転ヘラケズ

内面 回転ナデ。

贈灰色 。

自色砂粒を少畳含む。

焼成良好。

底体部上半か

らたちあが り

部外面の一部

に灰をかなる
`

須

恵

器

蓋不 (身 ) 推定回径 112(%)
器高    52
たちあが り高 17

外面 回転ナデののち、底体部の 1/3は 回転ヘラケズ

リ(左回り)

内面 回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

受部外面、た

ちあが り部内

面の一部 に燦

が付着。

須

恵

器

高界 推定口径  123(%)
たらあがり高 20
不部高    48

脚部に推定 4方向の方形スカシ。

外面 回転ナデののち、底体部の/3は 回転ヘラケズ
リく右回り)

内面 '回転ナデ。

暗青灰色。

自色砂粒を少 巳含む。

焼成良 好。

須

恵

器

蓋不 (身 ) 推定口径   100(弦
たちあがり高 16

外面 回転ナデののち、底体部の一部 は回転ヘラケズ

リ (左回 り )。

内面 回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少≧含む。

焼成良好。

162 須

恵

器

孟芥 (身 ) 推定口径  120(ツ
たちあが り高 17

外面 回転ナデののち、底体部の一蔀は回転ヘラケズ

リ (左 回 り )。

内面 回転ナデ。

暗灰色。

自色砂粒を少登含む。

焼成良好。

底体部外面に

灰をかなる。

163 須

恵

器

蓋不 (身 ) 推定口径  124(%
たちあがり高 14

面

面

舛

内

回転ナデ

回転ナデ

暗青灰色。

自色砂粒を少こ台 tr。

焼成良好。

受部外面に灰

をかなる。
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遺物番弓

(図版 )

器  種
法 量 (現存率 )

単 位 効 成 形 調 整 色 調・胎 土 焼成 備考

須

恵

器

高邦 推定脚底径 68(%) 脚部に推定 4方向の方形スカシ

外面 回転ナデ。

内面 回転 ナデ。

外、断面は青灰色。

内面は灰色。

自色砂粒を少昼含む

焼成良好。

須

恵

器

甕 推定口径 釣0(%) 面

面

外

内

平行 タタ■ (4本/1効 )ののち、回転 ナデ。

同心円タタキ (4本/1伽 )の のぢ、回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

遺糖に伴わない遺物

弥

生

土

器

重 推定回径 88(%) 踊
摘

底部に木葉痕が残存。
ンヽ ケ 。

外面は黄灰色。

内面は灰自色。

自色砂粒を少蟄含み (

雲母々微壁含む。

焼成良好。

外面に煤が付着

167 弥

生

土

器

発 底 径 36(完存 ) 画

面

外

内

胴部 は,夕 ■ (4本/1効 )。 底部はナデ。 外面は浅黄授色～灰

自色～黒褐色。

内面は浅黄種色。

断面は灰自色。

焼威良好。

胴部～底部外面

に煤が付着 。

弥

生

土

器

変 底径  34(完 存 ) 面

面

外

内
胴部 はタタ■ (4本 /1伽 )。 底部ナデ。
ヘラナデ。

外面は淡赤穫色。

内、断面はにぶい経

色。

焼成良好。

外面は二次焼成

のため赤色化。

土

師

器

菱 推定底径 240(%) 外面 口縁部はヨヨナデ。胴部はヘラナデ。

内面 口縁部はヨコナデ。胴部はハケののち、ヘラナ

デ 。

髄 o

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

170 土

師

器

整 推定口径 192(/4) 外面 ハケののち、日縁部はヨコナデ。

内面 口縁部はハケ。嗣部はヘラナデ。

にない黄笹色。

自色砂粒・茶色砂粒

雲母を微量含む。

焼成良好。

口縁部外 内面

の一部に燦が付

着。

(図版 14)
土

師

器

鉢 推定口径 96(%) 外面 指押 さえののち、口縁部はヨコナデ。

内面 口縁部はヨコナデ。その他はナデ。

外面は明不灰色～淡

瘤缶但色。

内、断面は淡覆色。

焼成良好。

外面の一部 は二

次焼成のため赤

色化ぅ

(図版 14)

土

師

器

鉢 推定口径 158(1/2)

器高   42
画

面

外

内

ヘラケズ リののち、底部以外はヘラミガ■。

ナデ。

暗灰責色。

自色砂粒セ少量含み、

雲母を微壁含む。

焼成浪好。

日縁部外面、口

縁部～底部内面

の一部に煤が付

着。

土

師

器

鉢 推定回径 132(1/4) 外面 指押 さえののち、口縁部はヨコナア。

内面 ヨコナデののち、放射状ヘラミガキ。

浅黄笹色。

精良。

自色砂粒を少蟄含む

焼成良好。

土

師

器

高界 脚柱部  (完存 ) 外面 邦部 はヘラ ミガキ。脚柱部にしl_pり めが残存。

内面 ハケののち、 ナデ。

にない橙色。

精良。

自色砂粒を極微量含

む。

焼成良好。

土

師

器

高ネ 脚柱部  (完存 ) 面

面

外

内

ナデ。

脚柱部にしば りめが残存。脚据部はナデ。

外、内面は浅黄橙色I

断面は灰自色。

焼成良好。

土

師

器

高芥 脚柱部  (完存 ) 外面 ナデ。

内面 脚柱部にしば りめが残存。

灰自色。

精良。

自色砂粒を微壁含む

焼成良好。

土

師

器

甑 推定口径 234(猪 ) 把手は貼 り付け。底部に推定 4孔の円孔。

外面 口縁部はヨコナデ。他はナデ。

内面 ハケののち、日縁部はヨコナデ、胴部はヘラケ

ズ リ 。

に本い番色。

自色砂粒、雲母を少

量含む。

焼成良好。

踊部外面の一部

に燦が付着。

土

師

器

製塩土器 推定口径 40(髪 ) 外面 タタキ (3本/1m)の のち、下半はナデ。

内面 ユビナデ。

外面に,こ ない棲色～

髄 。

内、断面は灰黄褐色

焼成良好 。

外面は二茨焼成

のため赤色化。

土

師

器

製塩土器 推定回径 70(猪 ) 面

面

外

内

タタ■ (4本/1翻 )の のち、下半はナア。

ユビナデ。

灰白色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。
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遺物番号

(図版 )
器  種

法 量 (現存率 )

単位 微
成 形 調 整 色 調・胎 土 焼成 傭考

土

師

器

製塩土器 推定回径 48(ン ) 外面  タタ■ (5本/1伽 )の のち、ユ どナデ。

内面 ヘラナデ。

外面は淡赤橙色。

内、断面は淡覆色。

白色砂粒を少量含む

焼成良好。

外面は二次焼成 (

のため赤色化。

土

師

器

製塩土器 臨径  34じ0 外面 ナデ。

内面 ハケ。

にない黄橙色。

自色砂粒、雲母を微

量含む。

焼威良好。

弥

生

土

器

面

面

外

内

2条以上の櫛描簾状文 (5本/1翻 )

ナデ。

暗灰黄色。

生駒西麓の粘土。

角閃石、自色砂粒、

雲母を少里含む。

焼成良好。

土

師

器

？

甕 外面 タタキ (タ タキの単位不明 )

内面 同心円タタキ (4本/1彼 )

外面は赤黒色。

内、断面は灰自色。

自色砂粒、雲母を少

量含む。

焼成良思。

外面に煤が付着。

須恵器の生焼 け

か ?

図版 14)

土

製

品

径   48(完 存 )

高 さ  19
側面に回線 (幅 05靱 )がめ ぐる。上面に径 2肋 の円

孔 。
上面 タタ■ (4ん/1伽 )?。

下面 ナデ。

にない橙色～赤橙色。
自色砂粧を少量含むc

焼成良好。

上面上部欠損。

三茨焼成のため

一部赤色化。

鼈

輪

円筒埴輪 凸帯幅 12
凸書高 OS

外面 タテハケ。凸稽部のみ ヨコナデ。

内面 ヘラナデ。

外面は担色 。

内、断面は灰自色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

土師質。

須

恵

器

蓋邦 (蓋 ) 推定日径142(%)
器高   51
天丼部高 29

外面 回転ナデののち、天丼部の 1/3は 回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 回転ナデ。

外面は捜色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

須

恵

器

蓋郷 (蓋 ) 推定口径152(%)
器高   52
天丼部高 30

外面 回転ナデのの ち、天丼部の うる は回転ヘラケズ

リ (左 回 り )。

内面 回転ナデ。

灰自色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

蓋邦 (蓋 推定回径 152(1/3) 外面 回転ナデののち、天丼部の一部 は回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 回転 ナデ。

青灰色。

自色砂粒を少量含 tFe

焼成良好。

天丼部外面の一

部に松ヤニが付

着。

図版 14

須

恵

器

蓋邦 (蓋 ) 口径 164(%)
器高   59
天丼部高 22

つまみは貼 り付け。

外面 回転 ,デ。

内面 回転ナデののち、天丼部は不定方向のナデ。

外面は青灰色～黒色

内、断面は青灰色。

白色砂粒を少量含 tF

焼成良好。

天丼部～口縁部

外面にかけて灰

考かなる。

須

恵

器

蓋界 (蓋 ) 推定口径 158(彪 )

器高   53
天丼部高 25
つまみ高 28

つまみは貼 り付け。

外面 回転ナアののち、天丼部の2/3は 回転ヘラケズ

リく左回り)。

内面 回転ナデ。

外面は灰自～黒色。

内、断面は灰白色。

自色砂粒を少量含む

焼威不良。

須

恵

器

蓋界 (蓋 ) 推定口径 146(1/4)

器高   46
外面 回転ナデののち、器高の 1/2は 回転ヘラケズ リ

(右 回 り )。

内面 回転ナデ。

灰色。

白色砂粒を少量含む

焼成良好。

須

恵

器

蓋邦 (蓋 ) 推定回径 160(%)
器高   43

界面 回転ナデののち、器高の 1/3は
回転ヘラケメリ

(左 回 り )。

肉面 回転ナデ。

オ リーフ灰色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

蓋芥 (蓋 ) 推定回径 154(之 ) 外面 回転ナアののち、天丼部の一部 は回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少昼含む

焼成良好。

須

恵

器

議杯 (蓋 ) 推定口径116(%) 外面 回転 ナデののち、天丼部 の一部 は回転ヘラケズ

リ (右 回 り )。

内面 回転ナア。

青灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

須

恵

器

蓋不 (蓋 ) 推定 口径 138(1/4) 外面 回転ナデののち、天丼部の一部は回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 回転ナデ。

灰白色。

自色砂 4● を微量含む

焼成良好。

須

恵

器

蓋芥 (蓋 ) つまみ径 36の つまみ は貼 り付け 。

外面 回転ヘラケズ リ。

内面 回転ナデののち、中央に同心冊タタ■。

外、内面は青灰色。

断面は暗赤灰色。

自色砂粒を微量含む

焼成良好。

須

恵

器

蓋不 (身 ) 推定日径  1080/4)
たちあがり径 16

外面 回祗
'ア

ののち、底体部の一部 は回転ヘラケズ

リ (左 回 り )

内面 回転ナデ。

暗青灰色。

自色砂粒を少蟄含む

焼成良好。
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遺物番号

(図版 )

器  種
法 里 (現存率 )

単 位 働 成 形 調 整 色 調  胎 土 焼成・備考

蓋不 (身 受部 0つ
推定口径   126
器高     47
たちあが り高 13

外面 回転ナデののち、底体都の 1/21ま
回転ヘラケズ

リ (右 回 り )

内面 回転ナデ。

灰自色。

自色砂粒を少霊含む

焼成良好。

蓋邦 (身 推定口径 132(%) 外面 回転ナデののち、底体部の 一部 ば回転ヘラケズ

リ (左 回 り )。

内面 回転ナデ。

青灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

蓋芥 (身 推定回径  122じつ
器高    45
たちあが り高 08

外面 回転ナデののら、底体部の ッタは回転ヘラケズ

リ(右回り )。

内面 回転ナデ。

緑灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成やや不良 。

蓋不 (身 推定回径  132(1/D
たちあがり高 09

外面 回転ナデののら、底体部の一部は回転ヘラケズ

リ(庁回り )。

内面 回転ナデ。

外、断面は縁灰色。

内面は灰色。

自色砂位を少量含 tF

焼成良好。

底体部全面に

灰をかなる。

蓋不 (身 推定回径  98(塊 )

たちあがり高 05
外面 回転ナデののち、底体部の一部 は回転ヘラケズ

リ (左回 り )。

内面 回転ナデ。

青灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

受部～底体部

上半外面に灰

をかなる。

蓋芥 (身 推定回径  134(ン )

たちあが り高 06
外面 回転ナデののち、底体部の一部 は回転ヘラケズ

リ(右 回 り ,。

内面 回転 ナデ。

内、外面は灰色。

断面は贈赤灰色。

自色砂粒を少里含b

焼成良好。

底体部外面全

面に灰をかな

る。

謗 推定回径  ■2(ン )

外部高   37
たちあがり高 09

Im部は貼 う付け。

外面 回転ナデののち、底体部の一部は回転ヘラケズ

リ(左回 り)。

内面 回転ナデ。

青灰色。

自色砂粒を少曇含む

焼成良好。

高邦 推定au底径 166(1/4) 脚部に推定 4方向の方形 スカシ (幅不明 )

外面 回転ナデ。

内面 回転ナデ。

外面は明赤灰色～灰

色。断面は灰色。

自色砂粒を少曇含む

焼成良好。

高不 推定脚底径 88(光 ) 脚部に推定 4方向、 2段の方形スカシ (幅 不明 )

外面 回転ナデ。

内面 回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

高界 推定脚底径 138(比 ) 脚部に推定 4方 向、 2段の方形 スカシ (幅不明 )

外面 回転ナデ。

内面 回転ナデ。

胃灰色～灰色。

自色砂粒を少量台む

焼成良好。

高芥 推定脚底径 154(%) 脚部に 2方向、 2段の方形スカン (幅 12印、長 さ5

伽 )。

外面 回転ナデ。

内面 脚部上半に しば うめが残存。回転ナデ 。

外面は灰色～暗灰色

内、断面は灰色。

自色砂粒を少量含」

焼成良好。

職 推定口径  154(姥 ) 外面 回転ナデののち、日縁部にヘラ状工具によるナ

デ ?
内面 回転ナデ。

外、内面は灰色。

断面は赤灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

外面に灰をか

ムる。

腺 口顕部の稜線 (ン ) 外面 回転ナデ。顕部に一条の櫛描波文 (8本/09
2)。

内面 回転ナデ。

贈緑灰色。

自色砂粒を少蟄含む

焼成良好。

内面の一部に

自然釉が付着。

壷 (蓋 ) 推定回径  112(1/)
天丼部高   16

外面 天丼部につまみの痕跡。回転ナデののち、天丼

部に綺摘列点文。

内面 回転ナデ。

外、内面は青灰色。

断面は暗赤灰色。

自色砂粒″少量含む

焼成良好。

天丼部外面の

一部に灰をか

なる。

口径    36uFF 面

面

外

内

回転ナデ。

回転ナデ。

青灰色。

自色砂粒を少霊含む

焼成良好。

外、内面の一

部に灰をかム

る。

壺 推定口径  84じの 外面 回転ナデ。

内面 顕部に粘土紐の巻 き上げ痕が残存。回転 ナデ。

灰色。

自色砂粒を少壁含む

焼成農好。

鉢 ? 推定回径  164(弦 ) 口顕部に 2条の凹線。

外面 カキロ。

内面 回転ナデ。

青灰色。

自色砂位を少壁含む

焼成良好。
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遺物番弓

(図版 )
器   種

法 量 (現存率 )

単 位 働 成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成・臆考

215

(図版14)

須

恵

器

器 台 推定口径  264(%)
台部高   96
推定脚底径 233(弟 )

台部の調整ののち、脚部貼 り付け。脚部に推定 4方向
の方形スカシ (幅 16の 、長 さ 20の )と 三角形スカシ

(底辺 36効、高さ 26蝕 )。

外面 台部上半は回転ナデ。台部下半は平行 タタキ (

3本/1効 )。 脚部はカキロ、回転 ナデ。

内面 台部上半は回転ナデ。台部下半は同心円タタ■

(3本/1効 )。 脚部は回転ナデ。

外面は青黒色。

内、断面は灰色。

自色砂粒をやや多量色

む。

台部中央の一

部に灰をかぶ

る。

須

恵

器

器 台 稜 t1/4) 推定 4方向、 3段以上の方形スカシ (幅 1効、長 さ 3

効  )。

外面 上段は櫛描波状文 (25本以上 /4効 )、 下段は

斜め方向 と縦方向の綺描列点文。

内面 粘土組マキアゲ痕お壌 存。指押 さえののち、板

状工具による不定方向の,デ。

青灰色。

自色砂粒を少量含むで

焼成良好。

須

恵

器

整 推定口径  1580の 面

　

面

外

　

内

回転ナデ。頸部に 1条の櫛描波状文 (10本狗 9

蝕 )。

回転ナデ。

青灰色。

自色砂粒 を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

麹 推定口径  162● 少 面

面

外

内

回転ナデ 。

回転ナデ。

灰色。

自色砂粒 を少量含む。

焼成良好。

日縁部は多少

ゆがみをもつ

須

恵

器

甕 推定日径  174(/2) 外面 口顕部～胴部上半は平行 タタキ (4本 /1効 )

ののら、回転ナデ。

内面 口頸部は回転ナデ。胴部上半は同心円 タタ■ (

3本/1効 )

青灰色。

白色砂粒 を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

甕 推定回径  ■ 4(/2) 外面 口頸部は回転ナデ。胴部上半はカキロ。

内面 回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少 里含 tr。

焼成良好。

口頸部内面の

一部、顕部～

胴部舛面の一

部に灰をかパ

る。

須

恵

器

甕 推定口径 284(%) 外面 日顕部は回転ナデ。胴部は平行 タタ■ (3本 /
1蝕 )。

内面 口顕部は回転ナデ。飼部は同心円タタキ (3本
/1効 )。

暗緑灰色。

自色砂粒を少 量含む。

焼成良好。

外,肉面に松

ヤニが付着。

日顕部～胴部

外面、日頸部

内面に灰 をか

なる。

須

恵

器

甕 外面 回転ナデののち、 2条の櫛描波状文(26V32
効、 14本 /15師 )。

内面 回転
'デ

。

外、内面は灰色。

断面は明赤灰色。

自色砂粒 を少量含 r」・。

焼成良好。

日縁部端面、

日頸部内面 1こ

灰をかぶる。

須

恵

器

養 舛面 回転ナデののち、顕部に 2条の櫛描波状文 (7
本/Oη筋 )。

内面 回転ナデ。

灰自色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

須

恵

器

整 面

面

外

内
平行 タタキ (3本/1伽 )。

向心円タタ■ (3本 /1効 )

外、内面は灰色。

他は灰赤色。

自色砂粒を少量含む。

焼成良好。

226
(図版ユ4)

瓦 平瓦

幅

幅

さ

面

面

厚

端

側

26

面

面

　

面

面

凹

凸

　

端

側

布目残存。側面とのal■ ヘラケズ リ。

タテ方向、ヨコ方向の縄ロタタキ。側面との稜
はヘラケズ リ。
ヘラケズ リ。

布目痕が残存。

灰黄色～灰 自色

自色砂粒 を少 量含み、

雲母、茶色砂粒、角閃

石を微量に含む。

焼成良好。

硬質。

凹面に嬢力埒

着 。

瓦 平瓦

幅

さ

面

厚

側

面

面

面

凹

凸

側

布目残存 。側面との稜は軽 くヘラケズ リ

ケテ方向の縄ロタタキ。
ヘラケズ リ。凹面と0陵はヘラケズ リ。

灰色。

自色砂粒、雲母を微量

に含む。

焼成良好。

硬質。

瓦 平 瓦 厚さ

側面幅

面

面

面

凹

凸

側

布目付着ののち、一部 ナデ。

タテ方向の縄ロタタ■。
ヘラケズ リ。

難 缶

自色砂粒、雲母、角閑

石、茶色砂粒を微量に

含む。

焼成良好。

硬質。

瓦 平 瓦

幅

幅

騨
師
晰 18

凹面 布目残存。

凸面 タテ方向の縄 ロタタ■。

端面 ヘラケズ リ。

側面 ヘラケズリ。

灰自色。

自色砂粒 を少壁含み、

茶色砂粒、角閃石、雲

母を微量に含む。

焼成良好。

硬質。

凹面に爆わi付

着。
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lab番号

(図版 )
器  種

法 量 (現存率 )

単 位 釘 成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成・備考

230 瓦 平 瓦 厚 さ   22
端面幅   20

凹面 布目残存。端面との境の稜はヘラケズ リ

凸面 タテ方向の縄ロタタ■。

端面 ヘラケズ リ。

凹面は灰白色～黒色。

凸面は灰色～黒色。

自色砂粒、雲母を少蟄

含 tF。

焼成良好。

凹面は一部劉

離している。

硬質。

口面、端面、

凸面の一部に

煤が付着。

瓦 平 瓦 厚 さ 田面 布目残存。

凸面  タテ方向の縄ロタタ■。

凹面は暗青灰色。

凸面は灰色～黒色。

自色砂粒をやや多量に

合み、茶色砂&を少量

含む。

焼成良好。

硬質。

瓦 平 瓦 厚 さ 凹面 布目残存。

凸面 タテ方向の縄ロタタキ。

にない禰色 。

自色砂粒、茶色砂粒を

少量含み、雲母を徽 屋

含む。

焼成良好。

軟賀。

233 瓦 平瓦 厚 さ   17
端面幅   19

凹面  2種類の布目残存。

凸面 タテ方向の縄 ロタタキ。布目付着ののち、テ弟

端面 ヘラケズ リ。

凹、断面は灰黄色。

凸、端面は褐灰色。

自色砂粒、雲母を少盈

含む。

焼威良好。

硬質。

234 瓦 平瓦

幅

さ

面

厚

側

16
14

面

面

面

凹

凸

側

布目残存 。側面との稜 はヘラケズリ。

'デ
。

ヘラケズ リ。

凹、凸、側面は灰色。

断面は灰自色。

自色砂粒 を少盈合み、

角閃石、雲母を微量含

む。

焼成良好。

硬質。
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4.八尾南遺跡の調査 〈若林町 3丁 目117～ 119〉

1.調 査 経 過

八尾南遺跡は八尾市若林町、西本の本に所

在し、南からのびる羽曳野丘陵の緑辺に位置

する集落遺跡である。

下鉄谷尋撥撞塁程こ哲琵祐銅聾を昼縁をtと、

今までに数次にわたる発掘調査が行われてい

る。

を/

今回の調査は
|

)共同住

宅建設に伴 って実施された。調査地は八尾南

E総そ『 冨きを重穂:花 釜冨羅緊尋巨属套〔

ゞ

調査区及び、大阪市長原遺跡 NG82-41調

査区に近接 している。昭和 59年 2月 24日 、

八尾市教育委員会が建築予定地内にグリッド

2カ 所を設定し、部分発掘を試みたが、明確

な遺構及び遺物包含層を検出できなかった。

しかし、隣接地の調査状況からみて、当該地

の遣物包含層が完全に削平を琵けているとし

ても遺構だけは残存している可能性が考えら

i   l   i
土
土
土

質
質
粘

土
働
帥
睡

耕
醒
駅
嬢

１

２

３

４

N   I 11 !ど

12
1 1000m

5暗灰色粘土
6淡灰色砂質土
7黄灰色粘土
8青灰色粘土
9暗黄灰色粘土
10淡青灰色粘土
11黒灰色粘土
12灰色 シル ト
13乳青灰色粘土

れるので、昭和 59年度に再度面的 な試掘調   。       lm
I         I

査を実施することとした。 第 35図 第 1グ リッド土層聯血模式図(S=1/40)

調査は建築予定地に幅 2η、長さ34紀 の トレンチを3本設定し、人力掘削により行い、古

墳時代～弥生時代後期の遺構面を面的に精査 し、この面より下層についてはグリッドによる確

認調査を実施した。

2.調 査 概 要

西 トレンチ (第 36図 、図版 6) 基本層序は、第 1層耕上、第 2層灰褐色砂質土 、第 3層

暗灰色粘質土、第4層睡 黄灰色粘土または黄褐色砂質土となる。第 3層 は弥生時代～古墳時代

の包含層で、第 4層上面が遺構面となる。しかし、 トレンチ南側においては第 2層直下に第 4

第 34図 調査地位置図 (S=1/5000)
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層が存在 しているため、第 3層は削平

を受けている ものと思われる。遺構面

は耕土下 20～ 30館で、標高 は TP
l14～ 113η である。この面におい

て検出した遺構は小 ピット3個のみで

あ った。いずれ も暗灰色の砂質上を埋

土 としてお り、径 40伽 程度 を測る。

中央 トレンチ (第 36図、 図版 5、

図版 7) 基本層序は、西 トレンテ

とほば同一であるが、第 4層上面は大

半が黄褐色砂質上で、 トレンテ南半は

耕土下直下に第 4層が存在する。第 2

・第 3層 中は弥生 。古墳 。平安時代の

遺物を包含している力ヽ ヤザれも細片に

なっている。第 4層上面を精査 した結

果、 トレンテ中央付近で古墳時代また

は弥生時代の ものと思われるピットを

3個、中世の ものた思われるピットを

1個検出した。前者は径 40～ 70初、

深さ 20蝕 前後で、後者は径 50勁 、

深 さ 30効 である。 ピ ノトの出土遺

遺物は希少であった。また、 トレンテ

北側では、東西方向にのびる一条の中

世濤を検出した。これは第 3層上面よ

り切 り込む もので幅 80蝕、深 さ 15

効程度の ものであるが、東西両 トレン

チではその延長を認めることができな

か った。

0               1om

第 36図  調査地平面図 (S=/400)

卜

に

、

百

東 ドレンチ (第 36図、図版 6)  基本層序は他の トレンテと同じであるが、第 4層は淡

黄灰色粘土を主体としており、南端部分のみ黄褐色砂質上である。したがって遺構面は粘質で

あり、精査したところ、径 20印、深さ5効 程度の ピットを約 9個検出した。これらはほとん

どトレンチ南半部にみられ、埋土には第 3層 とほぼ同じ贈灰自粘土を埋土としている。また、

トレンチ北側では、第 3層 より切 り込む幅 4紀、深さ20物 の東西方向の濤状の落込みを検出

したが、この延長は中央 トレンチでは確認できなか った。

東 トレンチ

沼

酎
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グリッド1(第 35図 、図版 7) 吉墳、弥生時代面の地山となる第 4層 は黄灰色粘土で、

20初 の厚みで堆積する。それ以下は第 5層暗灰色粘土、第 6層淡灰色砂質土、第 7層黄灰色

粘土、第 8層青灰色粘土、第 9層暗黄灰色粘上、第 10層 淡青灰色粘土、第 11層 黒灰色粘土

第 12層灰色シル ト、第 13層乳青灰色粘土となる。このうち、第 6層は厚さ6御であるが、砂

層であることから長原遺跡 (NG82-41調 査区 )の外生時代中期とされている8C層 に対応

し、第 7層上面が弥生時代の水田面に対応している。この面の標高は TP10.8″ である。

また、第 11層は縄文時代晩期とされる長原遺跡 9C層に対応する。この層の標高はTP9,95

～ 10.2例 である。第 13層は長原遺跡では旧石器時代層に対応し、この層の上面の標高はTP
9.8η である。

グリッド2  グリッド1の層序と対応させると、耕土直下で外生、首墳の遺構面である第

4層 となる。以下の層序はグリッド1と ほぼ同じで、第 6層・第12層がなく第 10層が細砂に

変わっている。第 7層上面の標高はTP 10.9η 、第■層上面の標高はTP 10,1狗 、第 13層

上面の標高はTP9.9η となり、いずれ もわずかながらグリッド1よ り高くなっている。

グリッド3  グリッド内の層序は、第 1層耕土、第 2層灰褐色砂粘上で、直下に古墳時代

遺構面がくる。グリッド1の第 4層に対応するのは、黄裾色の砂質上の 55効 に及ぶ厚い堆積

で、旧河川跡となっている。この河川の時期な弥生時代中期以後、外生時代後期以前の限定さ

れた時期であろう。この砂層の下は第 8層の青灰色粘土となり、その下は第 9層の暗青灰色粘

土まで確認した。第 3層上面の標高はTPl10紀 で、他のグリッドの第 8層とほぼ同じレベ

ルである。

3.ま と め

今回の調査は、古墳時代～弥生時代後期の遺構確認に重点をおい汐 ミ、いずわ トレンチイCおい

てもピット以外の明確な遺構を確認することはでき勅 っヽた。第 3層に包含されている休生時代後

期～平安時代後期の遺物 もかなり磨滅を受けており、原位置を保たず 2次推積によるものと考

えられる。しかし、検出した遺構面の深さは予想外に浅く、当調査地が居住地として適した自

然の微高地に位置することは確実で、かって存在した遺構が後世の削平によって残存しなかっ

た可能性も充分考えられる。特に、弥生後期または古墳時代と考えられるピットがきわめて浅

いものであることからも、中世以後の開発による削平が考えられる。

(米田 )

注 1 八尾南遺跡調蔭会「入尾南遺則   (1981)
2 八尾市教育委員会「入尾南。東郷遺跡発掘調査概要」(1981)

- 44 -―



5.成法寺遺跡の調査〈清水町 1丁 目33〉

1.調 査 経 過

成法寺遺跡は、八尾市光南町、清水町、本

町、東本町 、南本町、松山町、明美町、陽光

国に所在し、長瀬川右岸の沖積地に位置する

集落遺跡である。

成法寺遺跡の発見は、昭和 56年 7月 ～ 9

月に光南町 1丁目29で実施した発掘調査で、

古墳時代前期の方形周濤基や古墳時代後期の

建物群等を検出したのが発端ぞ著ちと この調

査地の 15η東方に今回の調査地が所在する。

今回の調査は, の貸事務所

建設に伴 って実施された。八尾市教育委員会

では昭和 58年 12月 24日 に試掘調査を実施

したが、遺構及び澪物包含層と考えられる土

層を確認することができなかった。しかし、

当該地が昭和 56年度調査地に近接しており、

なお何らかの遺構が存在する可能性もあるの

で、基礎の掘削工事に八尾市教育委員会の立

会調査を受けることを条件とし、施工を指導

した。昭和 59年 7月 20日 に立会調査を行っ

たところ、東南東から西北西方向にのびる黒

色粘土帯が掘削基底付近で認められた。この

時点に、遺構の半分以上は基礎工事によって

破壊されていたが、残存部分について部分発

掘が必要であると判断し、調査の実施を行う

ことを施工者である新宮工務店に承諾を得た。

調査は遺構残存部を手掘 りによって掘 り抜

き、遺構の平面、断面の形状を記録すること

として行 った。

〔  i

,~~~~~毛「
~~~~~と

'｀

4

:      6       :

0              1■

第 38図 土層断面模式図 (S=1/40)

機牌呻蝉蜘蝉］蝉螂却

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

翌
和

胴 FF「
「冨員F冨「三三『爵.倭    学

第 37図 調査地位置図 (S=1/5000)
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第 39図  調査地平面図 (S=1/400)

3.調 査 概 要

本調査区の層位 (第 38図 )は、 試掘

調査時の資料によると地表下約 90伽

で約40∽の酔 の旧耕土層に達し寄 り、

以下 10印 ほどの砂質土をはさんで約 70

翻の灰褐色粘土層が堆積 し、その下に暗灰色粘土層が約 30物 の厚みでお憤する。その下は再

び青灰色粘上が 90伽 以上厚く堆積する。基礎工事の掘削基底はこの青灰色粘土層に達してお

り、青灰色粘土層上面において遺構の存在を確認した。この検出面はTP 6.6～ 6.3狗 で、光南

町 1丁目 29の調査llLで検出した遺構面 (TP 6.8η )に はば対応する。本調査地で検出した遺

構は濤 1である。 (第 39図、図版 9)

溝 (SD)溝 は幅約 20旬、深さ約 0.6妨 で東南東から西北西へ直繰状にのびる。調査地

内で確認した濤の総延長は41η を測 り、調査地外にのびている。断面は逆台形を呈し、溝底は

平坦である。底幅は約 1.3狗 を測る。溝の最下層には粗砂 (第③層 )が堆積しており、藩底の北

高は東端付近よりも西端付近のほうが、0.2η ほど低くなっていることより、東から西方向へ

流れる流路として機能していたことがわかる。中層 (第②～①層 )は粘土、シル ト、微砂が入

りまじり、樹木の枝や種子などの自然遺体を多く含む。最上層 (第①層 )に は炭化物を多く合

む黒灰色粘土が堆積する。上層から下層まで古式上師器片を含む。上層では遺物はごくわずか

であるが、下層には比較的多くの遺物がみられる。いずれも庄肉式に属するものである。器種

に1ま 壷 (235～ 239、 241～ 242)・ 甕 (240、 243～ 252)・ 高界 (253 ・254)・

器台 (255。 256)が みられるが、完形になるものは全く含まれていなかった。235は 口

縁部を下にした状態で濤底から出土した。

土
卜
粘
　
卜
　
　
土

訛色シ，レシ，レト鋤色シ′レ縫鯉鰯鋤

瓢
麒
庭
以
以
庭
敵
陸
撤

①
②
③
④
⑤
⑥
Ｏ
⑥
③

“一ｍ

0                 1m
l          l

第 40図 藩 (SD)土層断面図 (S=L/40)
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255

第 41区 溝 (SD)出土遺物 (S=1/4)

3.ま と め

今回の調査は事前の試掘調査の段階で遺構や遺物包合層の存在を確認することができなかっ

たため、工事中に遺構を検出するという最 も不幸な事態になってしまった。しかし、部分的に

せよ、発掘調査を実施することができたのは、慎重を期して、工事立会を行 ったことの成果で

ある。今回の調査で検出した濤は、出土遺物より庄内式期だけ機能していた単時期のものであ

ることがわかった。また、濤の断面形状や堆積状況より、この溝が人工的な水路として掘削さ

れたものであることは間違いない。したが って、今後成法寺遺跡の性格を考察するうえで、い

くつかの問題を提起している。まず、すぐ西側に隣接して存在する庄内期の方形周溝墓との関
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係である。この周溝墓群は、現在 4基検出され、このうち3基は東南東から西北西へ並ぶよう

にして造営 されており、 4基 とも方向は同じである。この方向は今回検出した溝の流路の方向

ζ:1芸転理 ≦扇 薙基 i::身ξ 富ぽ 藉軽 i遷環尉 齋 看 子舌湛 遜 鐵 攀 頸 音 こ樹島ね

南東から北西方向の濤が 2本検出されている。当調査地の溝がこれらとつながっている可能性

も考えられるし、あるいは並行 して走っている可能性も考えられる。いずれにせよ、庄内期の

成法寺遺跡の間隠 を解決する手がかりを得たことだけは間違いなさそうである。

(米田 )

注1 八尾市教育委員会「成法寺遺麟」(1983)

2 (財)八尾市文化財調査研究会「確和58年度事業概要報告」(1984)
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第 5表 成法寺遺跡 く清水町 1丁 目33>出土遺物縁療表 濤 (SD)出 土遺物

遺物番号

(図版 )

器  種
法 量 (現存率 )

単 位 伽
成 形 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成 備考

235

(盤版15)

重 口径  21∝%) 外面 ヨコナアののち、日縁端部と日縁部に竹管文を

もつ円形浮文貼 り付け。顕部は■ザ ミメを もつ

突帯貼 り付けののち、ヘラミガ■。

口頸部はヘラミガキ。胴部は指押 さえ、ナデ。内面

外、内面は禰色 ～淡種

色。断面は灰自色。

自色砂粒、小石を少堅

含む。

焼成良好。

口縁端部 とロ

頚部内面に赤

彩。

重 推定日径 136(1/) 面

面

外

内

ハケののち、ヨヨナデ。ヘラミガキ。

日顕部はヘラミガキ。胴部は指押さえ、,デ。

暗灰黄色。

生駒西麓の粘土。 白色

砂粒、雲母 、角閃石を

少量含む。

焼成良好。

日顕部外面の

一部に爆が付

着。

壷 推定口径 126(猪 ) 外面  ヨコナデののちに、ヘラ ミガキ。

内面  ヨコナデ。

淡黄色。

自色砂粒、茶色砂粒を

微量含む。

焼成良好。

238 重 推定口径 150◆ρ 外面 ヘラナアののち、ヨコナデ。

内面 ヘラナデののち、 ヨコナデ。

責灰色。

白色砂柱、雲母、角閃

石を少塁含む。

焼成良好。

239 重 底径    48C存 ) 面

面

外

内

踊部はヘラミガキ。底部はナデ。
ヘラミガキ。

灰自色。

自色砂粒、雲母を微盈

に含む。

焼成良好。

肉面の一部 に

赤色顔料が付

着。

240 亮 推定底径 150(/4) 面

　

面

外

　

内

口縁部 はヨコナデ。胴部はタタキののち、へう

ナデ。

日縁部はヨコナデ。胴部は指押 さえ、ナデ。

灰自色。

自色砂粒を少 二含み、

雲母 、角閃石を微 El台

む。

焼成良好。

日縁部外面の

一部に燦が付

着。

壷 底径   22(%) 外面 胴部はヘラミガキ。底部はナデ。

内面 ハケ。

灰黄色。

自色砂粒を少璧含む。

焼成良好。

重 底径    38(完 存 ) 面

面

外

内

ナデ。
ヘラナデ。

にない黄橙色。

自色砂粒を少堅含む。

焼成浪好。

243 菱 推定回径 488(/) 面

面

外

内
口縁部はハケののち、ヨコナデ。胴部はタタキ

ロ縁部はヨコナデ。胴部はヘラケズ リ。

灰自色。

自色砂粒、雲母を少 量

含む。

焼成良好。

売 推定回径 H2(/4) 外面 口縁部はナデ。限部はタタキ。

内面  日縁部 はナデ。胴部はヘラケズ リ。

外面は暗褐色～黒色。

内、断面は褐色。

生駒西盛の粘上。自色

砂粒、角閃石、雲母を

少巳含む。

焼成良好。

外面全面に煤

が付着。

甕 推定口径  150(1/4) 外面  ヨコナデ。

内面 口縁部はヨヨナデ 。胴部はヘラケズ リ

灰自色。

自色砂粒、雲母を少里

含む。

焼成良好。

外面全面に燦

が付着。

変 推定日径 154(%) 面

面

外

内

ヨコナデ。

日縁部はヨコナデ。胴部上半は指押 さえののち

ヘラケズ リ。

黒穏色。

生駒西盛の粘土。自色

砂粒、角閃石、雲母を

焼成良好。

外面全面に煤

が付着。

菱
推定日径 140(%) 面

面

外

内

ヨコナデ。

日縁部はヨヨナア。胴部はヘラケズリ
淡黄色。

自色砂統、察母を少 量

含む。

続威良好。

外面の一部 に

煤が付着。

菱 推定口径  144(1/4) 外面 ヨコナデ。
内面 口縁部はヨコナデ。隔部はヘラケズ リ

灰貢褐色。

生駒西麓の粘土。自色

砂粒、雲母 、角閃石を

やや多とに含む。

焼成良好。

外面の一部に

煤が付着。

蕊 推定底径 480を ) 面

面

外

内

胴部 はタタキ。底部はナデ。
ハ ケ 。

外、内面はにない黄覆

色～黒色。断面はにぶ

い黄桂色。

自色砂粒を少量含む。

焼威良好。

底部内外面の

一部に煤が付

着。

250 菱 底径    43(完 存 ) 面

面

外

内

胴部 はタタ■。底部は,デ。

ハ ケ 。

外、断面は灰黄色。内

面は黒色。

自色砂粒を多廷に含み

雲母ぞ少量台 tr。

焼成良好。

胴部下半外面

と内面全面に

燦が付着。
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遺物番号

(図版 )
器   種

法 量 (現存率 )

単 位 伽 成 形 調 整 色 調  胎  土 焼成・備考

理 底径   42(完 存 ) 面

面

外

内

胴瓢はタタキ。底部はナデ。
ヘラナデ。

外面は灰黄色～黒色。

内、断面は灰黄色。

自色砂粒、雲母を少 量

含む。

焼成良好。

甕 底径   38(完 存 ) 画

面

外

内
胴部はタタ■。底部はナデ。
ヘラナデ。

外面1ま灰黄色～にない

稜色～黒色。

内、断面は黒褐色 。
自色砂粒、雲母を少 量

含む。

焼成良好。

外面は二次焼

成のため赤色

化 し、煤が付

着。内面は煤

が付着。

高  邦 推定回径 146(%) 面

面

外

内 ヨコナデののち、ヘラミガキ。

にぶ`還色。

精良。白色砂粒、雲母
を微量に含む。

焼成良好。

高 邦 稜 K1/2) 面

面

外

内

ヘラミガ■。
ハケののち、ヘラミガ■。

外面は淡覆色 ～橙 色。

内面は淡寝色。断面は

褐灰色。

結良。白色砂粒 、雲母
を微量に含む 。

焼成良好。

(図 版い )

器  台 脚底径  114(2/3) 脚部に推定 4孔の円孔。

外菌 脚部上半はヘラナデののち、ヘラミガキ。脚旨

下半はヘラミガキ。

内面 脚部上半にシボ リメが残存。ハケののち、脚音

上端はナデ。下端はヨコナデ。

外面は残黄色～淡赤優

色～黒色。内、断面は

橙色。

結良。白色砂粒、雲母

を少量含む。

焼成良好。

脚部下半男面

の一部は二次

焼成のため赤

色化し、煤が

付着。

器  台 脚底径  120悦 存 ) 面

面

外

内

ヘラ ミガキ。

脚部上半にシボ リメが残存。ハケののち、脚音

上半はナデ。脚部下端はヨヨナデ。

外血はにな11経色～灰

赤色～赤灰色。内面は

橙色。

結良 。自色砂粒、雲母

を微量に含む。

焼成良好。

脚部下端の一

部は二次焼成

のため赤色化

し、燥が付着
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6.小 阪合遺跡の調査 〈青山町 4 丁
一

目

1.調 査 経 過

小阪合遺跡は八尾市青山町、南小阪合町

に所在し、長瀬川と玉串川にはさまれた沖

積IILに 位置する集落遺跡である。

当遺跡は昭和 27年、大阪府営小阪合住

宅建設の掘削工事の際、土器の出上が確認

されたことによって発見された。この後、

実施された

耀
繁

見羅39普錘 唇騒文化財調査研究会、ジ

査によ って、中田遺跡に北接する遺跡であ

り、弥生時代後期 より始まる遣跡であるこ

とが確認 されている。

今回の調査は関西電力株式会社の鉄塔新

設に伴 って実施 されたo調査にあた っては、

鉄塔基礎部分に幅 2狗の トレンテ (第 43

図 )を め ぐらし、現地表下約 1紀 まで機械

掘削 したのち、手掘 りで掘 り下げた。

2.調 査 概 要

第 42

【示すとお 1       守
m

調査IILの基本土層は第 44図 1

りである。現地表下約 5 0CV2が盛土で、そ 第 43爵 調査区設定図 第44図 土層断面模式図

の下に第 1層 耕土、第 2層 褐灰色細砂 (S=1/800) (S=1/40)

質粘土、第 3層 暗灰褐色細砂質粘土、第 4層 茶灰色紳砂の順で堆積が確認された。また調

査区の北西隅では第 4層の茶灰色細砂が茶灰色粗砂に変わ っている。第 3層下部では弥生土器

古墳時代の土師器、須恵器が確認された。遺構は第 4層上面で検出された。検出された遺構は

薄 2、 土坑 と、ピット12で ある。 (第 45図、図版 10)

ピット(SP)1～ 12(図版 11、 第 7表 ) 12の ピットが調査区内で検出された。いず

れ も平面形は円形を呈し、現存径は 35～ 75印 、深さは 15～ 45伽を測る。掘 り方は1段掘

りのものと2段掘 りのものの 2種類が確認された。いずれ も覆土は黒茶色細砂質粘上である。

ピット(SP)1か ら土師器高界 (257)、 ピット(SP)8か ら土師器小型丸底壺 (258)、

ピット(SP)12か ら土師器高界 (259)が出土した。その他、土師器細片 。須恵器細片が出

10 盛 土

11 耕 土    |

12 禍灰色細砂質粘■l

生 13歴
墨 正 1鵠 m

14 茶 灰 色細砂   |

ヒ________… …ど
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Ｅ。。。本が、ハ^ｋヽ々
⌒バヽ休バ

SP7 SP?

0                2m

第 45図 調査区平面図・遺構断面図 (S i1/80)

土した。出土遺物は4世紀後半～ 5世紀代に属するものと思われる。

土 坑 (SK)(第 47図、図版 11) 調査区の北東隅で検出されたもので、平面形は橋円

形を呈す。現存長径 90"、 短径 70効、深さ 20館 を測る。掘 り方は 2段掘 りで、周囲に平坦

面をもち、東側が深 く掘り込まれている。土坑内には黒茶色細砂質粘土が堆積する。遺物は東

側の深く掘 り込まれた部分から5世紀中葉のものと思われる土師器高界 (260)が出上し、周

囲の平坦側から土師器甕片が出土した。

(SP)出土遺物 (S=1/4)
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第 46図  ピット
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生

，

１１

ト

ヰ

ー

滞 (SD)1  調査区

の中央付近で検出されたも

ので、調査区を南北に横断

する。濤 (SD)2に切られ

てお り、濤内には黒茶色細

砂質粘上が堆積する。断面

は調査区北部では逆台形を

呈するが、調査区南部では

東側に一段フラットな面を

もつ。調査区北部では現存

幅 100効、深 さ 30御 を

測 り、調査区南部では現存

幅 300～ 480倣、深 さ

50蝕 を測 る。土師器難 61)

高界 (262～ 264)、 須

恵器蓋邦 (265～ 269)、

基 (270)が 出土 した。出

土遺物 は 5世紀中葬に属す

るものである。

第 7表  ピット(SP)一覧表

生                型
800m

♀             SPCm

第47図  土坑(SK)平面図。断面図

(S=1/20)

0 10伽

第 48図 土坑 (SK)出 土遺物

(S=1/4)

SP 平 面 形 現 存 径 深 さ 掘 り 方 出土 遺物

1 円 40C解 18c阿 1段掘 り 257

2 円 36c脇 18側 1段掘 り 土師器甕片

円 43(加 20∽ 2段掘 り 土 師 器 片

4 円 48o阿 15例 1段掘 り 菱響蕪痒
5 円 75切 159肥 1段掘 り 土師器壷片

6 円 ? 15c阿 1段掘 り 土師器甕片

7 円 50切 30∽ 2段掘 り 表ぎ肇義痒
8 円 60卸 45側 2段掘 り 皇踏離甕片
9 円 35勁 38例 2段掘 り 表習蒸岸

10 円 40例 25o阿 2段掘 り 土 師 器 片

円 ? ？

・

？

。
2段掘 り 的

12 円 40c解 200確 1段掘 り 259
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坦 け 期 哩 ユ ∞

第 51図 遺構に伴わない遺物 (S=/4)

274  
〈
〔::::::]「

~~::,'〕

`75

267

第 49図 溝 (SD)1 出土遺物 (辟 1/4・ 1/2)

溝 (SD)2  調査区の】ヒ部で検出されたもので、東西に走る。

溝 (SD)1を切 っており、濤内には贈褐灰色細砂質粘上が堆積する。

断面は浅い皿状を呈し、現存幅 50鰍 、深さ10例 を測る。濤の底か

ら土師器界 (271)、 須恵器蓋邦 (272)が出土した。出土遺物は奈

良時代に属するものである。

遺構に伴わない遺物  第 3層下部か ら体生土器甕 (273)、 土

師器高界 (274)、 須恵器蓋界 (275)が出土した。

5911

注 __J=二 妻 271

--4272
0            10 CmI              I

第 50区

溝 (SD 2出土遺物

(S=1/4)

ゝ

杉ZZを三二!/273
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3.ま と め

今回の調査地では主に古墳時代中期の遺構 。遺物が検出された。これらの遺構は細砂、粗砂

上面で検出されており、特に北西隅に粗砂が堆積することから、本調査区遺構構築以前に調査

区の】ヒ西を流れる自然河川が存在していた ものと考えられる。また、今回の調査以前に(財)八

尾市文化財調査研究会が昭和 58年度に当調査区の南方 200～ 400紀 の地点を調査 伊考熟 り、

青山町 4丁 目地区では古墳時代前期以前に埋没する自然河

'IIを

検出している。したがって、月ヽ阪合

遺跡では首墳時代前期以前に昭和 58年度の調査地区である青山4丁 目地区か ら当調査区の北

西側を流れる自然河川が存在したものと考えられる。この自然河川が存在していたと推定され

る時期の遺構は主に当調査区の南東 100～ 400初の地点で検出されていることより、この自

然河川が埋没したのち、居住域は当調査区まで及び、 4世紀後半～ 5世紀代にピットで構成さ

れる建物群が構築されたものと考えられる。 (嶋村 )

注1 八尾市教育委員会「確和53・ 54年度埋蔵文化財発掘調査年報」(1980)
2 (財 )八尾市文化財調査研究会「確和58年度事業概要報告」(1984)
3 大阪府教育委員会昭和 58。 59年度実施

4 注 2と 同じ
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第 7表 小阪合遺跡〈青山町 4丁 目4〉 出土遺物観察表 ピ ット(SP)出 土遺物
遺物番号

(図版 )
器  題

法 量 (現存率 )

単 位 卵 成 形 調 整 色 調・胎 土 焼成 備考

257 上

師

器

高   芥 推定口径  132(比 ) 面

面

外

内

ヨコナデ。

ヨコナデ。

外面は橙色。

内、断面は淡糧色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

SPl出土。

258 土

師

器

小型丸底

壺

径

高

口

器

looOそ ) 外面 口縁部～胴部上半はヘラ ミガキ。胴部下半はヘ

ラケズ リ。

内面 口縁部はヘ ラ ミガキ。胴部～底部は指押 さえ、

ナデ。

縫 o

糖良。

雲母を微量含む。

焼成良好。

SP3出 上。

土

師

器

高 邦 推定回径  166(%)
不部高    55

外面 ハケののち、ヨコナア。

内面 ハケののち、ヨコナデ。

外面は橙色。

内面は明赤褐色。

断面は暗赤褐色。

自色砂粒 、雲母を少

壁含む。

焼成良好。

SP 12出 土。

土坑 (SK)出 土遺物

260

(図 版 15)

上

師

器

鉢 然部径  笏Oc妙 外面 邦部はハケののち、ナデ、ヘラミガ■

脚部はハケののち、ナデ。
ハケののち、ヘラミガキ。内面

外面はにない程色～

黒色。

内面はにな t理色 。

自色砂粒、茶色砂粒

雲母を少量含 t・ 。

焼成良好。

不部外面の一部

に黒斑。

濤 (SD)と 出』 主物

上

師

器

高  邦 推定回径  114(彪 ) 面

　

面

外

　

内

ヘラケズリののち、日縁部～胴部上半はヨヨナ

デ。
ヘラナデののち、ヨヨナデ。

外、内面は橙色。

断面は灰自色。

自色砂粒を少登含む

焼成良好。

262
(図版 lS)

上

師

器

高  不 郷部口径  136(姥 )

器百    107
杯部高   51
脚部底径  92

脚部に推定 2孔の円孔。

外部 不部 はハケののちヨコナデ。脚部はハケののち
ヘラ ミガキ。

内部 邦部はヨコナアののち、放射状「BE文 。脚柱部に

しは りめが残存。脚裾部はハケののち指押さえ

髄 。

結良。

日色砂救を微 二含む

焼成良好。

土

師

器

高   不 推定口径 148(猪 )

不都高   41
部

部

外

内 ヨヨナデ。

外面は黒色～にない

責笹色。

内、断面はにぶい黄

程色。

自色砂粒、雲母を少

登合 tFo

焼成良好。

芥部舛面の一部

に燥が付着。

土

師

器

高   邦 推定脚底径 128(残 ) 外面 脚裾部はヨコナデ。

内面 脚柱部に粘土紐番き上げ痕が残存。脚据部はヨ

/E色 。

自色砂粒、雲母を少

量含む。

焼成良好。

須

恵

器

蓋邦 (蓋 ) 稜 (1/3) 外面 口縁部は回転 ナデ、ズ井部の一部は回転ヘ ラケ

ズ リ (ケ ズ リの方向は不明 )。

内面 回転 ナデ。

外面は黒色。

内、断面は暗青灰色

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

天丼部外面に灰

をかなる。

須

恵

器

蓋邦(身 ) 口径    116(完 存

器高    50
たちあがり高 17

外面 回転ナデののち、底体部の 5/6は 回転ヘラケズ

リ (右 回 り )

内面 回転ナデ。

灰自色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

(図版 15)

須

恵

器

蓋芥 (身 ) 推定口径

器高

たちあがり高

i04ぐ%序 外面 回転ナデののち、底体部の 3/5は 回転ヘラケズ

リ (左 回 り )。

内面 回転ナデ。

青灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

底体部外面に灰

をかなる。

(図 版15)
須

恵

器

蓋芥(身 ) 推定口径  i04(/2)
たちあがり高 19

外面 回転ナアののあ、底体部の一部は回転ヘラケズ

リ (左 回 り)。

青灰色。

自色砂粒を少量含む

焼成良好。

須

恵

器

蓋芥 (身 ) 稜 (1/4) 外面 回転ナデののち、底体部の一部 は回転ヘラケズ

リ(左 回う)。

内面 底体部は不定方向のナデ。他は回転ナデ。

灰色。

自色砂粒を少量含む

焼戚良好。

須

恵

器

尭 面

面

外

内
平行 タタキ (10本 /25効 )

ナデ。

外、内面は暗緑灰色 I

断面はにない灰褐色 I

自色砂粒を少登含む (

焼成良好。
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濤 (SD)2出 土遺物

遺物番号

(図版 )
器  種

法 E(現存率 )

単 位 効 成 形 調 整 色 調 胎 土 焼成 '備考

土

師

器

芥 高台径   8K%) 高台は貼 り付け。

外面 底部はナデ。高台部はヨヨナデ。

内面 ナデ。

外、内面は橙色。

断面は灰色。

自色砂粒、雲母を微

曇含む。

焼成良好

272 須

恵

器

跡 (蓋 ) 錐定日径  98(/3) 面

面

外

内
回転ナデ。

回転ナデ。

緑灰色。

自色砂粒を微≧含む

焼成良好。

遺構に伴わない遺物

弥

生

土

器

甕 推定口径  44能 ) 画

面

外

内
胴部は,タ キ。底部はナデ。

ナデ。

外面はにない褐色。

内、断面はにない黄

羽屠迫ヨ。

生駒西麓の粘土。

自色砂粒、角閃石、

雲母を少壁含む。

焼成良好 。

土
師

器

高 杯 脚底部   86(%) 外面 ナデ。

内面 脚柱部はヘラケズリ。脚据部はハケ。

にない鶴色 。

日色砂粒、雲母 Z少
量含む。

焼成良好。

275 須

恵

器

麗邦 (身 ) 稜 (猪 )

推定口径   94
外面 回転ナデののち、底体部の一部 は回転ヘラケズ

リ(左 回 り )。

内面 回転 ナデ。

暗赤褐色。

自色砂粒を少壁含む

焼成良好。
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版
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〈
遺
跡
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町
２
丁
目
４４
‐
‐
ヽ
４５

４ヽ６
‐
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〉

遺構検出状況 (西から )

土器溜り(SW)遺物出土状況(南から )



図
版
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智
遺
跡
〈
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１
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目
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第 6グ リッド遺構検出状況 (東から )
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僻士
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瘍
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窮
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第 7グ リッド遺構検出状況 (北から )



図
版
３
　
思
智
遺
跡

〈
恩
智
中
町
１
丁
目
７７
‐
２
〉

第 8グ リッド土層断面 (西から )
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第 8グ リッド甕棺出土状況



図
版
４
　
跡
部
遺
跡

〈
安
中
町
３
丁
目
５２
‐
２
〉

～
奉

掘削状況 (東から )



図
版

５
　

八
尾
南
遺
跡

〈
若
林
町

３
丁
目

Ｗ
ｉ

悧

〉

調査風景 (南東から )

中央 トレンチ遺構検出状況 (南から )
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八

尾

南

遺

跡

〈
若

林

町

３
丁

目

Ｗ
ｉ
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〉

絶

西 トレンチ遺構検出状況 (南から )

東 トレンチ遺構検出状況 (南から )
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中央 トレンチ遺構検出状況 (北から )
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第 1グ リッド土層断面 (東から )
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調査開始前風景 (西か ら )

調査風景 (西から )
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遺構検出状況 (南から )

溝 (SD)遺物出土状況 (南から )
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ビッ ト(SP)検出状況 (北東から )

土坑 (SK)土器出土状況 (南から )
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